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主
な
記
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ご利用ください！地域振興プラザ 
分別などでごみを減らしましょう！ 
自転車は決められた場所に止めましょう 
児童育成手当の所得審査の対象年度が切り替わります 
民生委員・児童委員の日 
認知症サポーター養成講座 
胃がん検診 
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固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家
屋

及
び
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
に
、
そ
の
価
格（
適
正
な
時
価
）

に
応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
税

金
で
、
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
た
め
の
重
要
な
財
源
で
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
税
は
、
公
園

緑
地
、
下
水
道
、
土
地
区
画
整
理

事
業
な
ど
の
都
市
計
画
事
業
に
要

す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
に
、
都

市
計
画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

及
び
家
屋
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

る
目
的
税
で
す
。

　

土
地
は
、
地
目
ご
と
に
評
価
方

法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
評
価

上
の
地
目
は
、
土
地
登
記
簿
上
の

地
目
と
は
別
に
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
現
況
を
基
準
に
評
価
し
ま

す
。

　

平
成　

年
度
の
税
制
改
正
に
よ

２４

り
、
税
負
担
の
均
衡
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
、
引
き
続
き
負
担
調
整
措

置
（
表
１
・
表
２
参
照
）
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

負
担
水
準
（
前
年
度
の
課
税
標

　

家
屋
に
つ
い
て
は
、
種
類
（
住

宅
、
共
同
住
宅
、
事
務
所
、店
舗
、

付
属
家
、
工
場
な
ど
）、
構
造（
木

造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄

骨
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

造
な
ど
）
、
床
面
積
、
間
取
り
、

使
用
資
材
と
そ
の
使
用
量
及
び
施

工
の
程
度
に
よ
り
評
価
額
を
算
出

し
ま
す
。

新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置

　

新
築
さ
れ
た
住
宅
が
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
、
新
た
に
課

税
さ
れ
る
年
度
か
ら
一
定
の
期
間
、

固
定
資
産
税
が
２
分
の
１
減
額
さ

れ
ま
す
（
表
４
参
照
）
。

住
宅
の
改
修
工
事
に
伴
う
減
額

　

償
却
資
産
と
は
、会
社
や
工
場
、

商
店
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
経
営
し

て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
用
に

供
す
る
資
産
（
構
築
物
、
機
械
、

器
具
、
備
品
な
ど
）
で
、
そ
の
減

価
償
却
費
が
法
人
税
法
ま
た
は
所

得
税
法
の
規
定
に
よ
り
所
得
の
計

算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に

算
入
さ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資

産
の
状
況
を
、
１
月　

日
ま
で
に

３１

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
申
告
に
基
づ
く
取
得
価
格
を

基
礎
と
し
て
、
取
得
後
の
経
過
年

数
に
応
じ
て
評
価
額
を
算
出
し
ま

す
。

第
１
期
＝
５
月
１
日（
火
）〜　

日
３１

（
木
）、
第
２
期
＝
７
月
１
日（
日
）

〜　

日（
火
）、
第
３
期
＝　

月
１

３１

１２

日（
土
）〜　

日（
火
）、
第
４
期
＝

２５

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

平
成
平
成　

年
度
年
度

2424

固
定
資
産
税
・

 
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
納
期

都
市
計
画
税
の
納
期

償償
却却
資資
産産
のの
評評
価価

家家
屋屋
のの
評評
価価

土土
地地
のの
評評
価価

固定資産税・固定資産税・
都市計画税の都市計画税の

あらましあらまし
■問 課税課土地係・家屋係課税課土地係・家屋係

　

土
地
と
家
屋
の
価
格（
評
価
額
）

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
３
年
に

一
度
の
基
準
年
度
に
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
平
成　

年
度
は
見

２４

直
し
の
年
に
な
り
ま
す
。

▽
税
率

○
固
定
資
産
税
率
＝
１
・
４
％

○
都
市
計
画
税
率
＝
０
・　

％
２７

（
制
限
税
率
０
・
３
％
）

※
制
限
税
率
と
は
、
法
で
定
め
る

上
限
の
税
率

準
額
に
対
し
て
今
年
度
の
評
価
額

が
ど
の
位
の
水
準
に
達
し
て
い
る

か
）
の
低
い
土
地
に
つ
い
て
は
、

一
定
水
準
に
達
す
る
ま
で
毎
年
５

％
ず
つ
課
税
標
準
額
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

○
負
担
水
準
（
％
）
＝
〔　

年
度

２３

課
税
標
準
額
（
比
準
）
÷
（　

年
２４

度
評
価
額
×
特
例
率
）
〕
×　
１００

※
特
例
率
と
は
、
税
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
率
（
表
３
参
照
）

住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の

特
例
措
置
（
特
例
率
）

　

家
屋
の
課
税
標
準
額
は
評
価
額

と
同
じ
で
す
が
、
土
地
に
つ
い
て

は
課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
あ
り

ま
す
（
表
３
参
照
）
。
住
宅
の
敷

地
に
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、

そ
の
広
さ
に
よ
っ
て
、
「
小
規
模

住
宅
用
地
」「
一
般
住
宅
用
地（
小

規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅
用

地
）
」
に
分
け
て
特
例
措
置
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

※
同
一
敷
地
内
の
個
人
住
宅
及
び

共
同
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
場
合
、

併
設
さ
れ
る
駐
車
場
な
ど
が
塀
や

平
成　

年
２
月
１
日（
金
）〜　

日

２５

２８

（
木
）

固
定
資
産
税
・

　
　
　
　
　

都
市
計
画
税
の
減
免

　

災
害
、
生
活
保
護
な
ど
市
長
が

認
め
る
特
別
な
理
由
に
よ
り
納
税

が
困
難
な
方
は
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧

　

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

を
納
め
て
い
る
方
は
、
他
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
記
載
し

た
帳
簿
を
無
料
で
縦
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
（ 
名  
寄 
帳
交
付
）

な 
よ
せ

　

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
）
を
お
持
ち
の
方
は
次
の

期
間
中
、
自
分
の
名
寄
帳
（
課
税

台
帳
）
の
写
し
を
無
料
（
期
間
外

は
有
料
）
で
と
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
本
人
名
義
以
外
（
配
偶
者
、
家

族
、
会
社
な
ど
）
の
名
寄
帳
の
写

し
を
と
る
場
合
は
委
任
状
な
ど
が

必
要
で
す
。

※
名
寄
帳
は
、
委
任
状
の
代
わ
り

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
共
通
事
項

■間
 

５
月　

日（
木
）ま
で

３１

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く〔
た

だ
し
、
休
日
窓
口
開
庁
日
の
５
月

　

日（
日
）・　

日（
土
）は
縦
覧
及

１３

２６

び
閲
覧
が
で
き
ま
す
〕
。

■時
 

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
休
日
開
庁
日
は
、
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く
）

■場
 

課
税
課
（
市
役
所
１
階
７
番
窓

口
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
の
で
き
る
公
的
な
証

明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
）
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

※
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
、
不
正

な
目
的
で
公
簿
の
閲
覧
及
び
証
明

の
申
請
を
行
う
こ
と
を
防
止
し
、

納
税
者
の
個
人
情
報
保
護
を
図
る

た
め
に
「
本
人
確
認
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

表3　住宅用地に対する課税標準の特例措置

特例率
用地区分・説明

都市計画税固定資産税
評価額×1／3評価額×1／61戸当たり200㎡まで小規模住宅用地住宅用地

（※） 評価額×2／3評価額×1／3200㎡を超える部分一般住宅用地

特例措置なし店舗、工場、更地等非住宅地

※住宅用地は、その敷地に建っている居住用家屋の床面積の10倍まで認定されます。
家屋を取り壊した場合、住宅用地とは認定されません。　

表5　住宅改修工事に伴う固定資産税の減額措置

減額の
期間など

減額限度面積
（1戸あたり）条件など対象家屋

翌年度分から
2分の1減額
（※3）

120㎡まで
耐震基準に適合し
た30万円以上の
耐震改修工事

昭和57年1月1日
以前に建築された
住宅

住宅耐震改修
（※1）

翌年度分を
3分の1減額100㎡まで

65歳以上の方、
要介護等の方また
は障害者の方が居
住するもの・補助
金を除く自己負担
額が30万円以上
のバリアフリー改
修など

平成19年1月1日
以前に建築された
住宅（賃貸部分を
除く）

バリアフリー
改修
（※2）

翌年度分を
3分の1減額120㎡まで一定の要件を満た

す省エネ改修

平成20年1月1日
以前に建築された
住宅（賃貸部分を
除く）

省エネ改修
（※2）

減額期間改修完了日

2年間平成22年  1  月  1   日～
平成24年12月31日　

1年間平成25年  1  月  1   日～
平成27年12月31日　

※1　住宅耐震改修に対する減額は、
他の減額とは併用できません。

※2　バリアフリー改修と省エネ改
修のみ、重複して適用できます。

※3　改修完了日に応じた減額期間
は右表のとおりです。

表1　住宅用地などの負担調整措置

調整方法負担水準
100％まで引き下げる100％以上

前年度据え置き90％以上100％未満

当該年度評価額に住宅用地等特例率を乗じて得た額の5％を
前年度の課税標準額に加える（上限90％）。
ただし20％未満の場合は、20％に引き上げる。

90％未満

※平成24年度税制改正により、負担調整措置が従来の80％以上から90％以上に
変更となります。

表2　商業地などの宅地の負担調整措置

調整方法負担水準
70％まで引き下げる70％超

前年度据え置き60％以上70％以下

当該年度評価額に住宅用地等特例率を乗じて得た額の5％を
前年度の課税標準額に加える（上限60％）。
ただし20％未満の場合は、20％に引き上げる。

60％未満

表4　新築住宅に対する固定資産税の減額措置（認定長期優良住宅を含む）

減額期間床面積減額対象範囲
新築後3年間
（認定長期優良住宅は5年間）50㎡以上280㎡以下（共

同住宅は、40㎡以上280
㎡以下）で120㎡を限度

下記以外の住宅

新築後5年間
（認定長期優良住宅は7年間）

3階建以上の耐火及び
準耐火構造の住宅

柵
・
道
路
な
ど
で
明
確
に
分
離
さ

れ
て
な
く
、
契
約
行
為
が
さ
れ
て

い
る
居
住
者
専
用
の
場
合
は
、
申

告
に
よ
り
住
宅
用
地
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

対
象
と
な
る
住
宅
に
つ
い
て
、

一
定
の
改
修
工
事
を
施
し
た
場
合
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
（
表
５
参
照
）
。

　

こ
の
減
額
措
置
を
受
け
る
に
は
、

改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ
月
以
内

の
申
告
が
必
要
で
す
。

固定資産税・固定資産税・
都市計画税の都市計画税の
縦覧と閲覧縦覧と閲覧

■問 課課税課税課　　　　　
土地係・家屋係　　土地係・家屋係

５月１日から

携携帯帯電電話話でで
市市税税がが納納めめらられれまますす

（（モモババイイルルレレジジ））

　市では、携帯電話やスマートフォン
からモバイルレジを利用して、いつで
もどこでも市税などが納付できます。
納付書に印刷されたバーコードを携帯
電話やスマートフォンのカメラで撮影
して読み取り、モバイルバンキングも
しくはインターネットバンキングに接
続することで納付できます。
利用できる税目　
　市・都民税（普通徴収）、固定資産
税・都市計画税、軽自動車税、国民健
康保険税
※納付書にコンビニ納付用のバーコー
ドが印刷されているものに限ります
（取扱期限にご注意ください）。
■問納税課税管理係

○C K.Okawara・Jet Inoue

稲城
なしのすけ



２４・５・１ 代表電話は378－2111　（2）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

救救
急急
車車
はは

適適
正正
にに
利利
用用

しし
まま
しし
ょょ
うう
！！

　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
は
産
業
の
振

興
、
雇
用
の
促
進
、市
民
の
交
流
、

市
民
の
自
主
的
な
社
会
貢
献
活
動

や
市
民
活
動
の
支
援
、
男
女
共
同

参
画
社
会
形
成
の
促
進
を
図
る
拠

点
と
し
て
、
平
成　

年
４
月
に
開

１７

館
し
ま
し
た
。
４
階
に
は
飲
食
可

能
な
会
議
室
（
有
料
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
１
階
〉

○
協
働
推
進
課　

1　

・
２
１
１

３７８

２○
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
、
こ

れ
か
ら
活
動
し
よ
う
と
す
る
人
を

支
援
し
ま
す
。

○
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
＝
男

女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の

活
動
拠
点
と
し
て
、
年
齢
、
性
別

を
問
わ
ず
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ナ

ー
を
利
用
で
き
ま
す
。

○
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
＝
施
設
内
で
の

活
動
時
に
乳
幼
児
の
一
時
保
育
の

場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。ま
た
、

乳
幼
児
同
伴
の
市
民
を
含
む
グ
ル

ー
プ
活
動
の
場
と
し
て
も
利
用
で

き
ま
す
。

〈
２
階
〉

○
商
工
会
＝
市
内
の
産
業
（
商
工

業
）
の
振
興
、育
成
を
図
り
ま
す
。

1　

・
１
６
９
６

３７７
〈
３
階
〉

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
＝
高

齢
者
の
健
康
増
進
と
生
き
が
い
を

目
的
に
就
業
機
会
を
提
供
し
、
地

域
の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。
1　

・
３７７

２
２
１
２

○
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
＝
中
小

企
業
の
勤
労
者
及
び
事
業
主
の
福

利
厚
生
・
福
祉
向
上
を
図
り
ま
す
。

1　

・
２
２
０
０

３７８
〈
４
階
〉

○
は
つ
ら
つ
ワ
ー
ク
稲
城
＝
お
お

む
ね　

歳
以
上
の
方
の
職
業
紹
介

５５

な
ど
就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

1　

・
１
３
３
３

３７９
○
会
議
室
（
大
・
中
・
小
）
＝
会

議
、
懇
親
会
、
面
接
・
研
修
会
場
、

ま
た
謝
恩
会
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
等
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
各
種
事
業
に
使
用
で
き
、
飲
食

も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
物
品
の

販
売
、
宣
伝
や
公
序
良
俗
に
反
す

る
行
為
、
大
き
な
音
や
振
動
が
出

る
行
為
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
予
約
方
法　

来
館
も
し
く
は
電

話
で
仮
予
約
を
行
っ
た
後
、
地
域

振
興
プ
ラ
ザ
１
階
協
働
推
進
課
で
、

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
の
受
付
時
間
は
、
平
日

の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時

３０

　

分
ま
で
と
な
り
ま
す
（
年
末
年

１５始
を
除
く
）
。

※
会
議
室
の
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▽
会
議
室
利
用
時
間　

午
前
９
時

〜
午
後　

時
１０

　

市
内
の
外
国
人
登
録
数
も
１
千

人
を
越
え
、
市
内
で
は
外
国
か
ら

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
な
ど
、

様
々
な
国
際
交
流
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
方
の
事
前
登
録
制
度
「
稲

城
市
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ン
ク
」を
作
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

登
録
し
て
、
外
国
人
と
交
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
流
れ

○
市
や
市
教
育
委
員
会
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
を
行
う
際
、

登
録
者
の
中
か
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
候
補
者
を
選
び
、
連
絡
し

ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
内
容
や
条
件

に
つ
い
て
は
個
別
に
異
な
り
ま
す

の
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の

打
診
が
あ
っ
た
時
に
お
聞
き
く
だ

さ
い
。

※
原
則
と
し
て
活
動
は
無
報
酬
と

し
、経
費
の
負
担
も
行
い
ま
せ
ん
。

■対
 

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

○
国
際
交
流
活
動
の
趣
旨
を
理
解

し
、
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き

る
方

○
代
表
者
は　

歳
以
上
で
、
市
内

２０

に
在
住
し
家
族
全
員
の
同
意
を
得

て
い
る
方

○
部
屋
の
提
供
な
ど
快
適
で
安
全

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
で
き
る
よ
う

環
境
づ
く
り
に
努
め
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
訪
れ
る
方
に
対
し
誠
意
を

も
っ
て
対
応
す
る
意
思
が
あ
る
方

■申
 

稲
城
市
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
申
込
書
は

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化

セ
ン
タ
ー
、
協
働
推
進
課
（
地
域

振
興
プ
ラ
ザ
内
）
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

※
登
録
時
に
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
紹
介
以
外
の
目
的
に
は

使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

■先
 

■問
 

協
働
推
進
課
協
働
推
進
係

　

東
京
都
と
多
摩
川
衛
生
組
合
、

並
び
に
構
成
４
市
（
稲
城
市
、

狛
江
市
、
府
中
市
、
国
立
市
）

で
は
、
宮
城
県
女
川
町
の
災
害

廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ

て
の
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

■対
 

稲
城
市
、
狛
江
市
、府
中
市
、

国
立
市
に
在
住
の
方

■日
 

５
月　

日（
金
）

１１

■時
 

午
後
７
時
〜
９
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■共
 

東
京
都
、多
摩
川
衛
生
組
合
、

稲
城
市
、
狛
江
市
、
府
中
市
、

国
立
市

※
事
前
申
込
不
要
、
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
会
場
の

都
合
に
よ
り
入
場
で
き
な
い
場

合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
）
。

※
手
話
通
訳
有
り
。

■問
 

多
摩
川
衛
生
組
合　

1　

・
３７７

３
６
０
１

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

（
午
前
０
時
）
現
在
、
車
検
証
に

記
載
さ
れ
て
い
る
所
有
者
（
割
賦

販
売
の
場
合
は
使
用
者
）
の
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
自
動
車
税
納
税

２４

通
知
書
は
、
５
月
１
日（
火
）に
発

送
し
ま
す
。
５
月　

日（
木
）ま
で

３１

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

東
京
都
の
自
動
車
税
は
、
金
融

機
関
や
郵
便
局
等
の
窓
口
を
は
じ

め
、
指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（
モ
バ
イ
ル
）
バ
ン

キ
ン
グ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
東
京
都
主
税
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

八
王
子
都
税
事
務
所　

1　

・
０４２

　

・
１
１
１
１

６４４

会議室の種類・使用料など

使用可能人数
（目安）

使用料
（1時間）

会議室の
種類

30人750円会議室（大）

24人450円会議室（中）

18人300円会議室（小）

※大人数の場合には、大中小会議室をつなげて
利用することもできます（使用料は合算）。
※使用者のうち、在住・在勤・在学の方が半数
に満たない場合は使用料が2倍になります。

　

障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方

で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
は
、
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得

税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
減

免
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
期
限

の
５
月　

日（
木
）ま
で
〔
新
た
に

３１

自
動
車
を
取
得
し
た
場
合
は
登
録

（
取
得
）の
日
か
ら
１
カ
月
以
内
〕

に
申
請
が
必
要
で
す
。
減
免
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

軽
自
動
車
税
の
減
免

　

軽
自
動
車
等
（
原
動
機
付
自
転

車
を
含
む
）
の
税
金
を
申
請
に
よ

り
減
免
し
ま
す
。

■対
 

次
の　
 　

の
い
ず
れ
か
に
該
当

（１）
（２）

す
る
方

　

障
害
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽

（１）自
動
車
等
（
身
体
に
障
害
の
あ
る

　

歳
未
満
の
方
、
知
的
障
害
が
あ

１８る
方
、
精
神
障
害
が
あ
る
方
と
生

計
を
共
に
す
る
方
が
所
有
す
る
も

の
を
含
む
）
で
、
次
の
①
〜
③
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
（
１

台
に
限
る
）

①
身
体
障
害
者
等
が
取
得
ま
た
は

所
有
し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、

専
ら
当
該
障
害
者
本
人
が
運
転
す

る
も
の

②
身
体
障
害
者
等
が
取
得
ま
た
は

所
有
し
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、

専
ら
当
該
身
体
障
害
者
等
の
通
学
、

通
院
、
通
所
等
の
た
め
に
生
計
を

一
に
す
る
方
が
運
転
す
る
も
の
。

た
だ
し
、
身
体
障
害
者
は
年
齢　
１８

歳
未
満
の
方
（　

歳
以
上
の
方
の

１８

場
合
は
障
害
者
本
人
が
所
有
者
で

あ
る
こ
と
）
、
知
的
障
害
者
ま
た

は
精
神
障
害
者
に
あ
っ
て
は　

歳
１８

未
満
に
限
ら
ず
、
そ
の
方
と
生
計

を
一
に
す
る
方
が
取
得
ま
た
は
所

有
す
る
軽
自
動
車
等
も
減
免
の
対

必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
都
税
事

務
所
、
都
税
支
所
、
支
庁
、
自
動

車
税
事
務
所
、
都
税
総
合
事
務
セ

ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■問
 

都
税
総
合
事
務
セ
ン
タ
ー　

1

０
５
７
０
・　

・　

（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・

０６４

１７１

Ｉ
Ｐ
電
話
を
ご
利
用
の
場
合　

1

　

・
５
９
８
５
・
７
８
１
４
）

０３

象
と
な
り
ま
す
。

③
身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
の
身
体
障
害
者
等
が
取

得
ま
た
は
所
有
し
て
い
る
軽
自
動

車
等
で
、
専
ら
当
該
身
体
障
害
者

等
の
通
学
、
通
院
、
通
所
等
の
た

め
に
、
常
時
介
護
す
る
方
が
運
転

す
る
も
の

④
そ
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
害
者

等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
軽
自
動
車
等
（
構
造
減

免
）

　

公
益
の
た
め
に
、
直
接
専
用
す

（２）る
と
認
め
る
軽
自
動
車
等

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
身
体

障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

愛
の
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
等
減
免
の
対
象
と
な
る
こ

と
を
証
明
す
る
も
の　

②
運
転
免

許
証　

③
自
動
車
検
査
証　

④
印

鑑　

⑤
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

■限
 

５
月　

日（
木
）

２４

■先
 

■問
 

課
税
課
市
民
税
係

▽
職
種　

一
般
事
務
、
保
育
士
、

学
童
・
児
童
館
指
導
員
な
ど

▽
勤
務
時
間　

原
則
週　

時
間
未

３０

満▽
勤
務
場
所　

市
役
所
、
市
施
設

▽
賃
金　

時
給　

円
（
一
般
事
務

８８０

の
場
合
）

▽
登
録
期
間　

登
録
の
日
か
ら
約

１
年
間

※
再
度
希
望
す
る
場
合
は
、
改
め

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
方
法　

臨
時
職
員
登
録
台

帳
兼
履
歴
書
（
人
事
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ

ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
を
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
・
問
い
合
わ
せ　

人
事
課

人
事
給
与
係

　

市
で
は
臨
時
職
員
の
登
録
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
登
録
後

は
欠
員
な
ど
の
必
要
に
応
じ
て
、

面
接
な
ど
の
連
絡
を
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

 
地
域
振
興
プ
ラ
ザ

登
録
者
募
集

稲稲
城
市
城
市

 
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

バ
ン
ク

バ
ン
ク

障
害
者
手
帳
等
を

障
害
者
手
帳
等
を

お
持
ち
の
方
へ

お
持
ち
の
方
へ

自自
動動
車車
税税
のの

減減
免免
申申
請請
はは

おお
済済
みみ
でで
すす
かか

５
月
は
自
動
車
税
の

納
期
で
す

納
期
限

納
期
限５

月
５
月　

日（
木
）

日（
木
）

３１３１

５
月
は
軽
自
動
車
税
の

納
期
で
す

納
期
限

納
期
限５

月

日

５
月　

日（
木
）

（
木
）

３１３１

登
録
し
ま
せ
ん
か

登
録
し
ま
せ
ん
か

臨

時

職

員

臨

時

職

員

▽
休
館
日　

原
則
毎
月
第
２
火
曜

日
、
年
末
年
始

■問
 

協
働
推
進
課
協
働
推
進
係

　

市
内
で
の
平
成　

年
中
の
救
急

２３

出
場
件
数
は
３
４
１
４
件
で
、
平

成　

年
中
に
比
べ
て　

件
増
加
し

２２

２６２

ま
し
た
。今
年
も
３
月
１
日
現
在
、

昨
年
同
月
比
で　

件
増
加
し
て
い

４９

ま
す
。
そ
の
中
の
ご
く
一
部
に
適

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

災
害
廃
棄
物

 
災
害
廃
棄
物

受
け
入
れ
に
関
す
る

受
け
入
れ
に
関
す
る

住
民
説
明
会

住
民
説
明
会

切
な
救
急
車
の
利
用
と
は
い
え
な

い
出
場
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
本

当
に
必
要
な
人
の
と
こ
ろ
へ
救
急

車
の
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
救
急
車
は
緊
急
に
医
療
機

関
へ
搬
送
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
、
病
院
へ

行
く
べ
き
か
迷
う
よ
う
な
場
合
は
、

東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

（
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
プ
ッ
シ

ュ
回
線
か
ら
は
「
♯
７
１
１
９
」、

そ
の
他
の
電
話
か
ら
は
1　

・　

・

０４２

５２１

２
３
２
３
）
に
相
談
す
る
な
ど
、

適
切
な
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
東
京
消
防
庁
で
は
相
談

件
数
の
増
加
や
電
話
の
混
雑
状
況

を
踏
ま
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
電
話
以
外
の
利
便
性
の
高
い

方
法
で
、
都
民
自
ら
が
傷
病
の
状

態
を
確
認
し
、
緊
急
性
等
に
つ
い

て
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

「
東
京
版
救
急
受
診
ガ
イ
ド
」
の

提
供
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
「
東
京
消
防
庁
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
都
民
へ
提
供
を
行
い
ま

す
。

　

な
お
、
稲
城
消
防
署
で
も
電
話

で
医
療
機
関
の
照
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■問
 

稲
城
消
防
署
警
防
課
救
急
係　

1　

・
７
１
１
９

３７７

都都
税税
のの
おお
知知
らら
せせ



（3）　代表電話は378－2111 ２４・５・１

▽
５
月
前
半
の
作
業
日
・
地
区　

５
月
１
日（
火
）・
押
立
、　

日（
火
）・
東
長
沼　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

１５

■申
 

電
話
で
申
し
込
み
の
う
え
、
持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 

て
い

さ
つ
ま
い
も
の
苗
を

さ
つ
ま
い
も
の
苗
を

植
え
て
み
ま
せ
ん
か

植
え
て
み
ま
せ
ん
か

臨
時
休
業
し
ま
す

臨
時
休
業
し
ま
す

南
多
摩
斎
場

南
多
摩
斎
場

生生ごごみみのの水水切切りりとと
紙紙類類のの分分別別でで、、
ごごみみをを

減減ららししままししょょうう!!

市内の市内の
空間空間
放射線量放射線量
測定結果測定結果

▽
測
定
地
点　

校
庭
ま
た
は
園
庭

▽
測
定
機
器　

日
立
ア
ロ
カ
メ
デ

ィ
カ
ル　

Ｔ
Ｃ
Ｓ－

　

Ｂ
１７２

▽
測
定
日　

平
成　

年
４
月
９
日

２４

〜　

日
１２

▽
測
定
方
法　
　

秒
ご
と
５
回
の

３０

繰
り
返
し
測
定
に
よ
る
平
均

■費
 

１
組　

円
５００

■申
 

は
が
き
に
「
さ
つ
ま
い
も
体
験

農
業
参
加
希
望
」
、
参
加
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■限
 

５
月　

日（
金
）必
着

１８

■主
 
　

東
京
み
な
み
稲
城
地
区
野
菜

JA
部
会

■先
 

■問
 
　

東
京
み
な
み
稲
城
支
店
指

JA

導
経
済
課
（
〒　

・　

稲
城
市
東

２０６

０８０２

長
沼
２
１
１
０
の
１
）　

1　

・
３７７

６
０
０
２

　

土
に
親
し
み
農
家
と
交
流
し
な

が
ら
家
族
で
楽
し
む
、
ふ
れ
あ
い

体
験
農
業
を
開
催
し
ま
す
。
さ
つ

ま
い
も
の
苗
の
植
え
付
け
か
ら
、

収
穫
ま
で
を
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■対
 

市
内
在
住
の
方

■日
 

６
月
２
日（
土
）

■時
 

午
前
９
時　

分
〜

３０

■場
 
 
上  
谷  
戸 
大
橋
南
停
留
所
近
く
の

か
さ 
や 

と

畑
（
若
葉
台
）

※
車
で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

■定
 
　

組
（
抽
選
）

３０
■内
 

植
え
付
け
（
６
月
２
日
）
、
除

草
作
業
な
ど
（
随
時
）、
収
穫（　
１０

月
）

※
測
定
値
を
基
に
し
て
年
間
換
算

推
計
を
計
算
し
た
と
こ
ろ
、
年
間

０
・　

ｍ　

以
下
（
自
然
放
射
線

４２

Sv

量
等
を
含
む
）
と
な
り
、
国
際
放

射
線
防
護
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）勧

告
に
よ
る
一
般
の
人
が
受
け
る
平

常
時
の
放
射
線
量
の
指
標
で
あ
る

年
間
１
ｍ　

以
下
（
自
然
放
射

Sv

線
量
等
を
除
く
）
の
値
と
な
り

ま
し
た
。

※
測
定
の
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
も
公
表
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係
・
環
境

政
策
係

　

市
で
は
、
１
月
に
家
庭
ご
み
の

組
成
分
析
調
査（
サ
ン
プ
ル
調
査
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
燃
え
る
ご
み
に
占

め
る
割
合
が
特
に
多
い
も
の
は
、

生
ご
み
（
約　

％
）
と
紙
類
（
約

３９

　

％
）
で
し
た
（
左
図
参
照
）
。

３３
　

生
ご
み
は
、
そ
の
約　

％
が
水

７０

分
で
す
。
台
所
で
「
ぎ
ゅ
っ
」
と

ひ
と
し
ぼ
り
す
る
だ
け
で
、
生
ご

み
の
重
量
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
類
の
お
よ
そ
半
分
は

新
聞
・
雑
誌
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
紙
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
分
別

し
て
、
月
２
回
の
「
古
紙
・
古
布

の
日
」
に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

家
庭
で
の
小
さ
な
心
掛
け
が
、

大
き
な
ご
み
減
量
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

市
内
の
公
衆
浴
場
で
は
こ
ど
も

の
日
に
ち
な
ん
で
、
「
し
ょ
う
ぶ

湯
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
小
学
生
以
下
、
入
浴
日

現
在
で
満　

歳
以
上
（
年
齢
の
分

６５

か
る
も
の
が
必
要
で
す
）
の
方
の

料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

■日
 

５
月
５
日（
土
・
祝
）

■場
 

稲
城
浴
場
（
大
丸
）
、
玉
城
湯

（
矢
野
口
）

　

市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
継
続

し
て
１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い

る
中
小
企
業
者
、
ま
た
は
市
内
に

事
業
所
を
開
業
し
よ
う
と
す
る
方

な
ど
に
対
し
、
必
要
な
資
金
の
融

資
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

　

融
資
の
対
象
と
な
る
方
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

運
転
・
設
備
資
金
・
緊
急
運
転
資

金■対
 

市
内
で
１
年
以
上
同
じ
事
業
を

営
み
、
か
つ
信
用
保
証
機
関
の
信

融資資金

融資期間融資限度額種類

5年以内
（300万円以下は

3年以内）
   700万円以内運転資金

7年以内
（500万円以下は

5年以内）
1,000万円以内設備資金

5年以内   400万円以内緊急運転資金

7年以内   700万円以内開業資金

測定結果（4月9日～12日）

測定値（μSv／h）
測定場所

100cm／5cm
0.06／0.06稲城第一小学校
0.05／0.06稲城第二小学校
0.06／0.05稲城第三小学校
0.06／0.06稲城第四小学校
0.06／0.06稲城第六小学校
0.06／0.06稲城第七小学校
0.06／0.06向陽台小学校
0.05／0.04城山小学校
0.05／0.05長峰小学校
0.05／0.04若葉台小学校
0.05／0.05平尾小学校
0.06／0.06稲城第一中学校
0.06／0.07稲城第二中学校
0.06／0.06稲城第三中学校
0.06／0.05稲城第四中学校
0.05／0.05稲城第五中学校
0.07／0.06稲城第六中学校
0.06／0.06市立第二保育園
0.05／0.04市立第三保育園
0.08／0.07市立第四保育園
0.05／0.05市立第五保育園
0.07／0.05市立第六保育園
0.05／0.05ひらお保育園
0.06／0.06松葉保育園
0.06／0.06向陽台保育園
0.07／0.06城山保育園
0.06／0.06もみの木保育園
0.07／0.07若葉台バオバブ保育園
0.06／0.06もみの木若葉台保育園
0.07／0.07中島ゆうし保育園
0.08／0.08フェリーチェ稲城長沼園
0.07／0.07青葉幼稚園
0.06／0.06コマクサ幼稚園

0.07／0.07駒沢女子短期大学付属
こまざわ幼稚園

0.06／0.06はなぶさ幼稚園
0.06／0.06平尾わかば幼稚園
0.06／0.06矢の口幼稚園
0.07／0.06梨花幼稚園

用
保
証
対
象
業
種
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
方
（
緊
急
運
転
資
金
の
場

合
は
最
近
３
カ
月
も
し
く
は
１
年

間
の
売
上
高
ま
た
は
生
産
額
が
、

前
年
・
２
年
前
・
３
年
前
の
い
ず

れ
か
の
年
の
同
期
と
比
較
し
て
、

　

％
以
上
減
少
し
て
い
る
方
）

１０開
業
資
金

■対
 

市
内
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し

て
い
る
方
で
、
か
つ
信
用
保
証
機

関
の
信
用
保
証
対
象
業
種
の
事
業

を
開
業
し
よ
う
と
す
る
方
（
開
業

し
て
１
年
未
満
の
方
を
含
む
）

◆
共
通
事
項

○
市
税
が
賦
課
さ
れ
、
か
つ
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

○
金
融
機
関
及
び
信
用
保
証
機
関

が
認
め
る
、
東
京
都
内
ま
た
は
隣

接
県
に
住
む
連
帯
保
証
人
を
つ
け

ら
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
個
人
で

の
申
請
の
場
合
、
保
証
人
は
原
則

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
融
資
利
率
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■先
 

■問
 

経
済
課
商
工
観
光
係

平成23年度燃えるごみ組成分析 

燃えるごみ 
組成分析 
（後期） 

燃えないごみ 
組成分析 
（後期） 

平成23年度燃えないごみ組成分析 

プラスチック類 
50.88％ 
・硬質プラスチック 
　など 

金属類 
17.81％ 

生ごみ 
38.62％ 

紙類　32.54％ 
・包装容器　・新聞 
・チラシ　　・紙おむつ 
・雑紙など 

木類　5.53％ 

繊維類　2.71％ 

ガラス類 
13.73％ 

ゴム、皮革類 
6.93％ 

プラスチック類 
19.18％ 
・フィルム、ラップ 
・レジ袋など 

陶器、石類 
6.21％ 

・生ごみ　1.43％ 
・有害物　1.02％ 
・紙類　　0.95％ 
・木類　　0.57％ 
・繊維類　0.36％ 
・その他　0.11％ 

・金属類　　　　1.00％ 
・ゴム、皮革類　0.19％ 
・その他　　　　0.23％ 

重量比  

重量比  

「しょうぶ湯」「しょうぶ湯」
を実施しますを実施します

　

火
葬
炉
の
保
守
点
検
な
ど
を
行

い
ま
す
の
で
、
下
表
の
と
お
り
業

務
を
休
止
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
「
南
多
摩
斎
場
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
教
育
（
入
学
金
・
授

業
料
な
ど
）
・
出
産
（ 
分  
娩 
・
入

ぶ
ん 
べ
ん

院
費
用
な
ど
）
・
住
宅
〔
増
改
築

な
ど
（
耐
震
補
強
・
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
を
含
む
）
〕
資
金
の
調

達
を
予
定
す
る
方
に
、
取
扱
金
融

機
関
へ
の
融
資
あ
っ
せ
ん
と
金
利

の
補
助
を
し
ま
す
。

※
対
象
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
融
資
限
度
額
（
返
済
期
間
）　

○
教
育
資
金
＝　

万
円
（
５
年
以

１００

内
）　

○
出
産
資
金
＝　

万
円
（
３
年
以

５０

内
）　

○
住
宅
資
金
＝　

万
円
（
５
年
以

３００

内
）　
　

▽
融
資
利
率
（
２
・
８
％
）　

○
本
人
負
担
＝
０
・　

％　
９８８

○
市
補
助
＝
１
・　

％　
８１２

※
教
育
資
金
と
、
稲
城
市
木
造
住

宅
耐
震
診
断
助
成
制
度
で
耐
震
診

断
を
受
け
て
耐
震
補
強
改
修
工
事

を
行
う
住
宅
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
は
、
各
年
度
の
本
人
負
担
利
息

が
２
千
円
以
上
の
時
は
、
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
平
成　

年
度
ま
で
、

２４

各
年
度
、
本
人
負
担
利
率
が
２
分

の
１
（
０
・　

％
↓
０
・　

％
）

９８８

４９４

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
金

融
機
関
に
０
・　

％
の
本
人
負
担

９８８

利
率
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
各

年
度
末
に
、
市
に
対
し
て
利
率

０
・　

％
分
を
ご
請
求
い
た
だ
く

４９４

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■先
 

■問
 

経
済
課
消
費
生
活
係

小
口
事
業
資
金

小
口
事
業
資
金

融
資
融
資
あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

ごみの量（3月） 
家庭ごみ　前年同月比で約1.6％の減量 

1人1日当たり市内収集量区　分
404g  （△2）1,069t  （＋3）燃えるごみ
  37g  （△5）　  98t  （△13）燃えないごみ
441g  （△7）1,167t  （△10）合　計

（　　）内は前年同月比です。

臨時休業となる業務

霊安
室

予約
受付

式場利用
火葬
業務 通夜告別

式
○○×○○5月19日（土）

○○×××5月20日（日）
友引日

○○○××5月21日（月）
臨時休業日

○○○○○5月22日（火）

○＝平常どおり、×＝休業

■問
 

南
多
摩
斎
場　

1　

・　

・
７

０４２

７９７

６
４
１

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

教
育
・
出
産
・

教
育
・
出
産
・

住
宅
資
金
の

 
住
宅
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

融
資
あ
っ
せ
ん

■問
 

稲
城
浴
場　

1　

・
７
２
２
２
、

３７７

玉
城
湯　

1　

・
６
１
５
４
、
市

３７７

役
所
経
済
課
商
工
観
光
係



２４・５・１ 代表電話は378－2111　（4）

凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

自自
転転
車車
はは

決決
めめ
らら
れれ
たた
場場
所所
にに

止止
めめ
まま
しし
ょょ
うう

放
置
自
転
車
を
な
く
し
、

放
置
自
転
車
を
な
く
し
、　
　

住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

６６
月月
１１
日日
かか
らら
変変
わわ
りり
まま
すす

撤撤
去去
しし
たた
放放
置置
自自
転転
車車
・・

原原
付付
ババ
イイ
クク
のの返返

還還
手手
数数
料料

　

放
置
に
よ
り
撤
去
さ
れ
た
自
転

車
・
原
付
バ
イ
ク
を
返
還
す
る
際

の
手
数
料
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
改

正
後
の
手
数
料
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
自
転
車
＝
２
千
円

○
原
付
バ
イ
ク
＝
３
千
円

撤撤
去去
しし
まま
すす

放放
置置
自自
転転
車車
・・
原原
付付
ババ
イイ
クク

【
放
置
禁
止
区
域
内
】

　

市
で
は
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車

対
策
と
し
て
、
市
の
条
例
に
基
づ

き
、
駅
中
心
か
ら
半
径　

メ
ー
ト

３００

ル
の
範
囲
（
若
葉
台
駅
の
み
別
途

指
定
）
を
自
転
車
等
放
置
禁
止
区

域
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
区
域
内
に
放
置
さ
れ
た
自

転
車
・
原
付
バ
イ
ク
は
、
随
時
撤

去
し
ま
す
。
撤
去
し
た
自
転
車
・

原
付
バ
イ
ク
は
、
自
転
車
等
保
管

場
所
に
保
管
し
、
告
示
の
翌
日
か

ら　

日
間
経
過
し
て
も
引
き
取
り

６０
の
な
い
場
合
は
処
分
し
ま
す
。

　

自
転
車
・
原
付
バ
イ
ク
で
駅
を

利
用
す
る
方
は
、
必
ず
駐
輪
場
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
撤
去
す
る
際
、
自
転
車
・
原
付

バ
イ
ク
が
チ
ェ
ー
ン
錠
な
ど
で
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
等
に
固
定
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
切
断
し
て
撤
去
し
ま

す
（
切
断
し
た
チ
ェ
ー
ン
錠
な
ど

は
補
償
し
ま
せ
ん
）
。

【
放
置
禁
止
区
域
外
】

　

放
置
禁
止
区
域
外
で
も
道
路
上

に
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
た
場
合

は
、
一
定
期
間
警
告
し
、
そ
の
後

撤
去
し
ま
す
。

国国
民民
健健
康康

保保
険険
税税
のの

支支
払払
いい
方方
法法

返返
還還
手手
続続
きき

　

撤
去
自
転
車
等
の
返
還
は
、
直

接
自
転
車
等
保
管
場
所
（
左
記
案

内
図
参
照
）
に
出
向
き
、
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。
市
役
所
で
の
手

続
き
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
返
還
日　

水
・
金
・
日
曜
日

※　

月　

日
〜
１
月
３
日
を
除
く
。

１２

２９

都都
営営
住住
宅宅

入入
居居
者者
募募
集集

▽
区
分

①
一
般
募
集
住
宅
（
家
族
向
・
単

身
者
向
）　

②
定
期
使
用
住
宅（
若

年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
）　

③
定
期
使

用
住
宅
（
多
子
世
帯
向
）　

④
若

年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

▽
申
込
用
紙
配
布
期
間　

５
月
７

日（
月
）〜　

日（
火
）

１５

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

▽
配
布
場
所　

市
民
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ

ー
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
他

※
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
休
館
日

を
除
き
土
・
日
曜
日
も
配
布
し
ま

す
。

※
申
込
書
は
、
配
布
期
間
中
の
み

「
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

■申
 

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
５
月　

日（
金
）必
着
で

１８

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
 

市
民
課
市
民
窓
口
係
、
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）　

1
０

５
７
０
・
０
１
０
８
１
０
（
申
込

用
紙
配
布
期
間
）
、
1　

・
３
４

０３

９
８
・
８
８
９
４
（
右
記
配
布
期

間
以
外
）

　

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
都

内　

市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出

３９
し
合
い
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時

に
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合

い
の
制
度
で
す
。

選
べ
る
２
コ
ー
ス
制（

下
表
参
照
）

○
Ａ
コ
ー
ス
＝
年
額
１
千
円
の
会

費
で
最
高　

万
円
の
見
舞
金

３００

○
Ｂ
コ
ー
ス
＝
年
額　

円
の
会
費

５００

で
最
高　

万
円
の
見
舞
金

１５０

▽
共
済
期
間　

加
入
申
込
日
翌
日

〜
平
成　

年
３
月　

日

２５

３１

共済見舞金
ＢコースＡコース交通災害の程度等級
150万円300万円死亡（交通災害を受けた日から1年以内）1等級
100万円200万円重度の後遺障害（交通災害を受けた日から1年以内）2等級
  16万円  25万円入院日数30日以上の傷害3等級
　  6万円　  9万円入院日数10日以上30日未満または実治療日数30日以上の傷害4等級
　  3万円　  5万円実治療日数10日以上30日未満の傷害5等級
　  2万円　  3万円実治療日数10日未満の傷害6等級

交通遺児年金
年金額　遺児1人につき

年10万2千円
会員が交通災害で死亡した時、生計を同じくしていた遺児がいる場合、中学修
了年限に達するまで交通遺児年金が支給されます。

■対
 

共
済
期
間
の
開
始
日
に
、
市
に

住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
方
、
ま
た
は
会
員
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
方
で
就
学
の
た

め
東
京
都
の
市
町
村
外
に
お
住
ま

い
の
方

※
次
の
方
は
市
で
Ｂ
コ
ー
ス
に
一

括
加
入
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

Ａ
コ
ー
ス
を
希
望
す
る
方
は
コ
ー

ス
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
未
就
学
児　

②
小
・
中
学
生（
４

月
１
日
現
在
）　

③
身
体
障
害
者

手
帳
、
愛
の
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
お

持
ち
で
、
市
に
届
け
出
さ
れ
て
い

る
方
（
市
長
の
指
定
す
る
施
設
に

入
所
し
て
い
る
者
を
除
く
）　

④

消
防
団
員　

⑤　

歳
以
上
の
方（
４

７０

月
１
日
現
在
）　

⑥
交
通
安
全
協

会
の
役
員

■申
 

■先
 

市
民
課
市
民
窓
口
係
、平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
市
内
の
銀
行
・

信
用
金
庫
・
農
協
の
窓
口
で
加
入

で
き
ま
す
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除

く
）
。
加
入
申
込
書
付
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
、各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

▽
見
舞
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合　

共
済
期
間
内
に
日
本
国
内
で
発
生

し
た
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自

転
車
、
汽
車
、
電
車
、
船
舶
、
航

空
機
、
身
体
障
害
者
用
の
車
い
す

な
ど
の
交
通
機
関
に
よ
る
交
通
事

故
に
よ
っ
て
身
体
に
傷
害
を
負
い
、

医
師
な
ど
の
治
療
を
受
け
た
時（
交

通
機
関
に
乗
車
中
で
も
人
や
物
に

よ
っ
て
生
じ
た
事
故
は
除
く
）

※
バ
イ
ク
・
自
転
車
の
２
人
乗
り

で
の
事
故
（
排
気
量
や
年
齢
な
ど

法
令
で
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
を

除
く
）
や
、
交
通
機
関
へ
の
乗
降

時
の
事
故
に
は
、
見
舞
金
は
支
払

わ
れ
ま
せ
ん
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
「
ち
ょ
こ
っ

と
共
済
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

確
認
の
う
え
、ご
加
入
く
だ
さ
い
。

※
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
は
、
ど

ん
な
に
小
さ
な
事
故
（
自
転
車
の

単
独
事
故
な
ど
）
で
も
必
ず
当
日

に
警
察
署
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

「
交
通
事
故
証
明
書
」
が
無
い
と

共
済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

市
民
課
市
民
窓
口
係

　

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い
方

法
に
は
納
付
書
払
い
、
口
座
振
替

の
他
、
年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）

が
あ
り
ま
す
。
次
の
対
象
要
件
に

該
当
す
る
方
は
、
年
金
天
引
き
で

の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
が
、
ご

希
望
に
よ
り
口
座
振
替
へ
の
変
更

も
可
能
で
す
。

年年
金金
天天
引引
きき
のの
対対
象象
要要
件件

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
世
帯
主

６５

７４

で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被

年年
金金
天天
引引
きき
のの
対対
象象
要要
件件
にに

該該
当当
すす
るる
方方
のの
支支
払払
いい
方方
法法

○
現
在
、
納
付
書
払
い
の
方

　
　

月
か
ら
年
金
天
引
き
に
切
り

１０
替
わ
り
ま
す
（
７
月
・
８
月
・
９

月
は
納
付
書
払
い
で
す
）
。

○
現
在
、
口
座
振
替
の
方

　
　

月
以
降
も
口
座
振
替
が
継
続

１０
さ
れ
ま
す
。
年
金
天
引
き
を
ご
希

望
の
場
合
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
者
で
あ
る
方　

②
世
帯
内
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
全
員
が

　

歳
以
上
の
方　

③
年
金
天
引
き

６５の
対
象
と
な
る
年
金
の
年
額
が　
１８

万
円
以
上
で
あ
り
、
国
民
健
康
保

険
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
、

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

方

○
現
在
、
年
金
天
引
き
の
方

　

年
金
天
引
き
が
継
続
し
ま
す
。

４
月
・
６
月
・
８
月
の
支
払
い
額

は
、
２
月
に
天
引
き
さ
れ
た
額
と

同
じ
金
額
で
す
の
で
、
平
成　

年
２３

度
国
民
健
康
保
険
税
賦
課
決
定
通

知
書
の
「
翌
年
度
（
仮
徴
収
）
」

欄
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
へ

の
切
り
替
え
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
係
（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）
に
て
５
月　

日（
木
）

３１

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
天
引
き
の
要
件
に
該
当
し

な
い
方
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税

２４

賦
課
決
定
通
知
書
は
、
７
月
中
旬

の
発
送
予
定
で
す
。

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

▽
返
還
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

身
分

証
明
書
（
免
許
証
、
学
生
証
な
ど

本
人
と
確
認
で
き
る
物
）
、
自
転

車
な
ど
の
鍵
、
印
鑑
、
返
還
通
知

書
（
市
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る
場

合
）
、
手
数
料

■問
 

管
理
課
交
通
対
策
係

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
予

防
を
目
的
と
し
た
「
特
定
健
康
診

査
」
を
行
い
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
う
ち
、
対
象
者
に
は

５
月
下
旬
か
ら
順
次
「
受
診
券
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
市
内
の
指

定
医
療
機
関
（
下
表
参
照
）
で
ご

予
約
の
う
え
、
期
限
ま
で
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
間
終
了
前
１
カ
月
は
大
変
混

み
合
い
、
受
診
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
受
診
券
を
受
け
取
っ

た
後
は
、
お
早
め
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
・
送
付
時
期
・
受
診
期
限

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
受
診

２４

日
ま
で
継
続
し
て
稲
城
市
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
次
の
年

齢
の
方

①　

歳
〜　

歳
と
な
る
方

４０

６４

○
受
診
券
の
発
送
＝
５
月
下
旬

○
受
診
期
限
＝
９
月　

日（
土
）

２９

②　

歳
〜　

歳
の
方
、
ま
た
は　

６５

７４

１１

月
以
降
に　

歳
と
な
る
方

７５

特定健康診査指定医療機関一覧

電話番号所在地医療機関名

377－5278矢野口石坂医院

377－6433矢野口谷平医院

379－0939矢野口矢野口クリニック

377－0035矢野口こせき内科クリニック

370－8770矢野口かじわら内科・泌尿器科
クリニック

377－6027東長沼松本医院

379－4851東長沼東長沼クリニック

379－4870東長沼あべ内科クリニック

370－7611東長沼稲城腎・内科クリニック

313－9272東長沼菜の花クリニック

377－0931大丸稲城市立病院

377－6128大丸稲城診療所

378－3333百村菊池医院

331－8201平尾高クリニック

331－8570平尾簡野クリニック

331－8221平尾平尾内科クリニック

378－3224押立桜井医院

378－6677向陽台向陽台クリニック

350－7171長峰長峰クリニック

350－6075若葉台若葉台クリニック

※予約・受診時間は医療機関によって異なります。

○
受
診
券
の
発
送
＝
６
月
下
旬

○
受
診
期
限
＝　

月　

日（
水
）

１０

３１

※
年
齢
は
平
成　

年
３
月　

日
現

２５

３１

在
の
も
の

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

東京都市町村民 交通災害共済

平成24年度分平成24年度分　　　
申し込み受付中！　　　申し込み受付中！
みみんんなで一緒に。なで一緒に。

ちょこっとちょこっとサイズのサイズのたしかな安心たしかな安心

案内看板 
あり 

案内看板 
あり 

案内看板 
あり 

案内看板 
あり 

案内看板 
あり 

東長沼七曲 
見晴児童公園 

稲城
駅 自転車等 

保管場所 

寺 

至市役所 

至京王 よみうり ランド 

稲城駅北口有料 
自転車駐輪場 

南口 
ロータリー 
南口 
ロータリー 

▲

自
転
車
等
保
管
場
所
案
内
図

国
民
健
康
保
険

特特
定定
健健
康康
診診
査査



（5）　代表電話は378－2111 ２４・５・１

支支
給給
しし
まま
しし
たた

児児
童童
扶扶
養養
手手
当当

表1　児童育成手当の所得制限額表

所得制限額（注2）扶養人数（注1）
3,604,000円0人

3,984,000円1人

4,364,000円2人

4,744,000円3人

5,124,000円4人

5,504,000円5人

注1　扶養人数とは、平成23年中の税法上の扶養人数です。
注2　この表の金額と比べるのは、あなたの所得（源泉徴収票
の「給与所得控除後の金額」、市・都民税特別徴収税額通知の
「総所得金額①」、確定申告書の「所得金額の合計」を参考に
してください）から、表2の控除額を引いた金額です。

児童育成手当の児童育成手当の
所得審査の所得審査の
対象年度が対象年度が
切り替わります切り替わります

　

ひ
と
り
親
家
庭
や
障
害
児
養
育

家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ
る
児
童
育

成
手
当
の
所
得
制
限
額
は
、
表
１

の
と
お
り
で
す
。
平
成　

年
５
月

２４

申
請
分
か
ら
は
平
成　

年
分
の
所

２３

得
で
審
査
を
し
ま
す
。
今
ま
で
所

得
超
過
の
た
め
に
手
当
が
支
給
さ

れ
な
か
っ
た
方
も
認
定
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
手
当
は
申
請
が
な

い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
現
在
、手
当
を
受
給
中
の
方
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
乳
幼
児
・
義
務
教
育
就
学
児
医

療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年　

月
分
か
ら
平
成　

年
分

２４

１０

２３

の
所
得
で
審
査
を
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
申
請

書　

②
印
鑑
（
認
印
可
）　

③
申

請
者
本
人
名
義
の
金
融
機
関
の
口

座
番
号
が
分
か
る
も
の
（
通
帳
な

ど
）　

④
平
成　

年
１
月
１
日
現

２４

在
稲
城
市
に
住
所
の
な
い
方
は
、

当
時
の
住
所
地
の
区
市
町
村
長
が

発
行
す
る
平
成　

年
度
住
民
税
課

２４

税
証
明
書　

⑤
戸
籍
や
障
害
状
況

の
分
か
る
手
帳
な
ど

※
①
の
申
請
書
は
、
子
育
て
支
援

課
に
あ
り
ま
す
。

※
手
当
は
認
定
に
な
る
と
申
請
を

し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
が
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
。
申
請
が
遅
れ
る

と
遅
れ
た
月
分
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
③

④
⑤
は
後
日
提
出
で
も
構
い
ま
せ

ん
（
④
は
通
常
ど
の
区
市
町
村
で

も
６
月
以
降
の
発
行
に
な
り
ま

す
）
。

■先
 

■問
 

子
育
て
支
援
課
児
童
係

※
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
や
郵
送

で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

進
め
て
い
ま
す
！

進
め
て
い
ま
す
！

　

南
武
線

南
武
線

JRJR連
続
立
体
交
差

 
連
続
立
体
交
差事

業
事
業

　
　

南
武
線
で
は
、
東
京
都
が
事

JR
業
主
体
と
な
り
、
市
と　

東
日
本

JR

が
連
携
し
て
、
連
続
立
体
交
差
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成　

年
２６

春
ご
ろ
ま
で
に
市
内
に
残
る
７
カ

所
の
踏
切
を
除
却
し
、
踏
切
の
な

い
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
て
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

連
続
立
体
交
差
事
業
と
は
、
都

市
部
に
お
け
る
道
路
整
備
の
一
環

と
し
て
、
鉄
道
の
一
定
区
間
を
高

架
化
す
る
こ
と
で
多
数
の
踏
切
を

一
挙
に
取
り
除
き
、
渋
滞
解
消
な

ど
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
の
確

保
や
地
域
の
一
体
化
を
図
る
事
業

で
す
。

〔
高
架
化
に
よ
る
事
業
効
果
〕

　

平
成　

年　

月
に
矢
野
口
駅
付

２３

１２

近
〜
府
中
本
町
駅
間
（
第
二
期
区

間
）
の
下
り
線
（
立
川
方
面
）
を

高
架
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

次
の
よ
う
な
事
業
の
効
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

○
７
カ
所
の
踏
切
の
平
均
遮
断
時

間
が
約
４
割
減
少

○
踏
切
の
遮
断
に
よ
る
渋
滞
が
約

９
割
減
少

○
平
均
旅
行
速
度
が
約
２
割
向
上

〔
稲
城
市
消
防
本
部
の
声
〕

　

消
防
職
員
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
下
り
線
の
高
架
化

に
伴
い
、
「
現
場
到
着
が
早
く
な

っ
た
」
、
「
踏
切
で
待
つ
こ
と
が

少
な
く
な
っ
た
」
等
、
約
８
割
の

方
々
が
「
目
的
地
へ
到
達
し
や
す

く
な
っ
た
」
と
事
業
の
効
果
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

〔
今
後
の
予
定
〕

　

稲
城
長
沼
駅
東
側
か
ら
南
多
摩

駅
西
側
間
で
は
、
上
り
線
（
川
崎

方
面
）
の
高
架
橋
築
造
工
事
を
行

い
、
平
成　

年
春
ご
ろ
ま
で
に
予

２６

定
さ
れ
て
い
る
上
り
線
高
架
化
に

向
け
、
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
全
線
高
架
化
の
早
期

完
成
を
目
指
し
、
東
京
都
や　

東
JR

日
本
と
協
力
し
て
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
高
架
化
工
事
の

た
め
、
稲
城
長
沼
駅
及
び
南
多
摩

駅
の
利
用
方
法
が
変
わ
り
、
皆
様

に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
。
駅
の
ご
利
用
等
に
際

し
て
、
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、　

東
日
本
ご
意
見
承
り
セ
ン

JR

タ
ー
〔
1　

・
２
０
１
６
・
１
６

０５０

５
１
（
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）〕

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

区
画
整
理
課
南
武
線
・
三
駅
整

備
係

４
月
か
ら

４
月
か
ら

子
ど
も
手
当
は

  
子
ど
も
手
当
は

児
童
手
当
に

　

児
童
手
当
に

変
わ
り
ま
し
た

変
わ
り
ま
し
た

　

中
学
校
修
了
前
の
お
子
さ
ん
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
て

い
た
子
ど
も
手
当
は
、
４
月
か
ら

児
童
手
当
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し

特
別
支
援
学
級
の

特
別
支
援
学
級
の新設

新
設

へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年
度
に
稲
城
第
五
中
学

２５

校
に
新
設
す
る
特
別
支
援
学
級
で

の
指
導
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
の

保
護
者

■問
 

学
校
教
育
課
学
務
係

障
害
の
あ
る
方
の

障
害
の
あ
る
方
の

相
談
窓
口

相
談
窓
口

　

市
内
２
カ
所
の
相
談
支
援
事
業

所
で
、
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
の

中
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
方
法
や
、
日
中
の
過

ご
し
方
な
ど
、
困
り
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
利
用
方
法　

電
話
、
来
所
、
訪

問
、
メ
ー
ル
な
ど

■費
 

無
料

社
会
福
祉
協
議
会　

相
談
支
援
担

当■日
 

月
〜
金
曜
日

特
別
支
援
教
育

特
別
支
援
教
育

説
明
会
を

　

説
明
会
を行い

ま
す

行
い
ま
す

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
心
身
に

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
が
そ
の
障

害
や
発
達
の
状
況
に
応
じ
、
適
切

な
教
育
の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

特
別
支
援
教
育
説
明
会
を
行
い
ま

す
。

■対
 

小
学
校
入
学
前
及
び
、
現
在
、

小
・
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
お

子
さ
ん
の
保
護
者
で
、
特
別
支
援

教
育
や
就
学
相
談
、
転
学
相
談
の

利
用
に
関
心
の
あ
る
方

■日
 

５
月　

日（
土
）

１９

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

市
役
所　

会
議
室

６０３

■申
 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス（
5　

・
３７９

３
６
０
０
、
記
載
事
項
＝
氏
名
・

住
所
・
連
絡
先
）
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

学
校
教
育
課
学
務
係

日
中
一
時
支
援

日
中
一
時
支
援事

業
事
業

▽
施
設
・
対
象
な
ど　

左
表
の
と

お
り

■費
 
　

円
〜　

円
／
１
単
位
４
時
間

３００

６００

（
生
活
保
護
受
給
世
帯
及
び
市
町

村
民
税
非
課
税
者
は
無
料
）

■申
 

障
害
福
祉
課
に
あ
る
申
請
書
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

日中一時支援事業実施施設

定員開所期日・時間対象施設

12人／日
月～日曜日
午前9時～午後6時
※お盆、年末年始を除く。

3歳以上の身体・
知的・重度心身・
発達障害者（児）

社会福祉法人正夢の会
地域生活支援センター
「える」

10人／日
土曜日
午前10時～午後4時
※年末年始を除く。

18歳以上の重度
心身障害者

島田療育センター
「サタデイ」

  2  人／日
月～日曜日
午前9時～午後6時
※年末年始を除く。

15歳以上60歳以
下の身体・知的・
重度心身障害者
（児）

府中生活実習所
短期入所事業

15人／日
月～土曜日
午前10時～午後6時
※お盆、年末年始を除く。

身体・知的・精神
障害者（児）

プレイルーム
ゆづり葉の家

3人程度／日原則　月～日曜日
午前10時～午後3時要相談ＮＰＯ法人まくら木

15人／日

原則　月～金曜日
午前11時～午後6時
※祝日を除く。
※学校長期休業期間や年末
年始等は応相談

6歳（小学生）以
上の身体・知的障
害者（児）

友遊クラブ
ダイナマイツ

　

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成　

年
４
月

２５

に
稲
城
第
五
中
学
校
に
知
的
障
害

と
自
閉
症
・
情
緒
障
害
の
特
別
支

援
学
級
（
固
定
学
級
）
の
新
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。新
設
に
向
け
、

転
校
ま
た
は
入
級
を
希
望
す
る
方

は
、
「
特
別
支
援
教
育
説
明
会
」

■時
 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会
（
〒　

・　
２０６

０８０４

稲
城
市
百
村
７　

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）　

1　

・
２
４
８
０
、
5　

・

３７０

３７９

３
７
２
２

稲
城
市
障
害
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
「
マ
ル
シ
ェ
い
な
ぎ
」

■日
 

■時
 

月
〜
金
曜
日
＝
午
前
９
時　
３０

分
〜
午
後
６
時
、
第
１
〜
第
４
土

曜
日
＝
午
前
９
時　

分
〜
午
後
５

３０

時■問
 

稲
城
市
障
害
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
「
マ
ル
シ
ェ
い
な
ぎ
」
（
〒

　

・　

稲
城
市
東
長
沼
２
１
０
７

２０６

０８０２

の
３　

ヒ
ル
テ
ラ
ス
稲
城　

号
） 

１０３

1　

・
９
２
３
４
、
5　

・
９
２

３７９

３７９

４
０

た
。

　

３
月
末
時
点
で
子
ど
も
手
当
を

受
給
し
て
い
た
方
は
、
今
回
の
制

度
変
更
に
伴
う
手
続
き
は
特
に
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
転
入

や
出
生
に
伴
う
申
請
や
、
転
出
・

住
所
変
更
な
ど
の
届
け
出
は
、
従

来
ど
お
り
速
や
か
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年　

月
か
ら
平

２３

１０

成　

年
３
月
ま
で
の
子
ど
も
手
当

２４
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
前
に
手
当

を
受
給
し
て
い
て
も
全
員
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
限
は
、
９
月　

日（
金
）

２８

ま
で
に
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
制
度
改
正
で
は
、
支
給

額
及
び
支
給
要
件
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
６
月
か
ら
は

所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
広
報
い
な
ぎ
な

ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。

■先
 

■問
 

子
育
て
支
援
課
児
童
係

児
童
扶
養
手
当
（
平
成　

年　

月

２３

１２

分
か
ら
平
成　

年
３
月
分
）
を
、

２４

平
成　

年
４
月
中
旬
に
指
定
口
座

２４

へ
振
り
込
み
ま
し
た
。
該
当
す
る

方
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

振
込
口
座
に
変
更
の
あ
っ
た
方

や
、振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
方
は
、

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
児
童
係

　

障
害
の
あ
る
方
の
日
中
の
一
時

預
か
り
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

表2　児童育成手当所得制限における控除額の種類

100,000円老人扶養

扶養控除
250,000円特定扶養等

400,000円特別障害

270,000円その他障害

400,000円特別障害

本人該当控除

270,000円その他障害

270,000円寡婦・寡夫

350,000円特別寡婦

270,000円勤労学生

相当額雑損控除

その他控除
相当額医療費控除

相当額小規模企業共済

相当額配偶者特別控除

80,000円定額控除（社会保険相当額＝定額）

▲稲城長沼駅の様子

　

母
子
家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ
る
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 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
地

域
住
民
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
児
童
委
員
は
民
生
委
員

が
兼
ね
て
お
り
、
担
当
区
域
を
持

つ
児
童
委
員
と
、
担
当
区
域
を
持

た
ず
に
児
童
問
題
を
専
門
に
担
当

す
る
主
任
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
で
は
４
人
の
主
任
児

童
委
員
を
含
む　

人
の
民
生
委
員
・

５６

児
童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す

（
下
表
参
照
）
。

　

高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
方
、
ひ

と
り
親
家
庭
な
ど
で
生
活
に
関
す

る
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
や
、
子

ど
も
の
問
題
な
ど
悩
み
を
お
持
ち

の
方
な
ど
の
相
談
相
手
と
な
り
、

必
要
に
応
じ
て
市
や
関
係
機
関
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
問
題
解
決
に

取
り
組
み
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

地
域
で
の
様
々
な
活
動

　

市
内
小
・
中
学
校
を
訪
問
し
て

学
校
と
の
連
携
を
図
っ
た
り
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
地
域
事
業
へ

の
参
加
や
児
童
の
通
学
時
に
朝
の

あ
い
さ
つ
の
声
か
け
を
実
施
す
る

な
ど
、
地
域
の
安
全
安
心
の
確
保

を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
市

が
実
施
す
る
高
齢
者
実
態
調
査
や

災
害
時
要
援
護
者
支
援
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
す
る
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
や
心
配
ご
と
相
談
な

ど
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
相
談
が
で
き
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守

秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談

内
容
や
個
人
情
報
が
漏
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
宅
を
担
当
す
る
民
生
委
員

を
知
り
た
い
方
は
市
役
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

緊
急
通
報
装
置
を
対
象
の
方
の

ご
自
宅
に
設
置
し
ま
す
。

　

緊
急
時
に
装
置
本
体
や
ペ
ン
ダ

ン
ト
式
機
器
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
利
用
者

情
報
を
基
に
救
急
隊
な
ど
が
出
動

し
ま
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
、
ひ
と

６５

り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の
み
世

帯
（
同
居
の
親
族
が
長
時
間
留
守

に
な
る
場
合
も
含
む
）
で
、
身
体

高
齢
者
火
災
安
全

高
齢
者
火
災
安
全

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

　

火
災
発
生
の
緊
急
事
態
に
備
え

て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
（
室
内

の
火
災
を
熱
ま
た
は
煙
で
感
知
し
、

屋
内
外
に
警
報
音
で
知
ら
せ
る
機

小
型
端
末
機
器
を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

徘
徊
高
齢
者
の
生
活
の
安
全
を

図
る
う
え
で
、
位
置
情
報
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
緊
急
対
処
員
に
よ
る

探
索
・
保
護
な
ど
の
協
力
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
徘
徊
行

６５

動
の
あ
る
方

■費
 

加
入
料
金
な
ど
＝
７
千
円
（
税

別
）、
月
額
基
本
料
金
＝　

円（
税

５００

別
）

※
い
ず
れ
も
半
額
対
象
者
負
担

※
緊
急
対
処
員
が
現
場
へ
急
行
す

る
場
合
は
、
別
途
１
万
円（
税
別
）

一
定
額（　

円
以
上
）の
会
費
（
活

５００

動
資
金
）
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け

る
方
々
の
こ
と
で
す
。
集
め
ら
れ

た
資
金
は
、
献
血
事
業
や
救
援
活

動
を
は
じ
め
と
す
る
赤
十
字
の
様

々
な
事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
期
間
中
、
各
ご
家
庭
を

自
治
会
な
ど
の
協
力
委
員
の
方
が

お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
福
祉
課
の
窓
口
で

も
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係

高
齢
者
入
浴
券

高
齢
者
入
浴
券

助
成
事
業

助
成
事
業

　
　

歳
以
上
の
方
で
自
宅
に
お
風

７５
呂
の
無
い
方
な
ど
に
入
浴
券
を
年

間　

枚
ま
で
助
成
し
ま
す
。
該
当

５０
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
相
談
・
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

器
）を
対
象
の
方
に
給
付
し
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方　

６５

②
日
常
生
活
を
営
む
上
で
慢
性
疾

患
が
あ
る
な
ど
注
意
を
要
す
る
状

態
に
あ
り
、
居
住
環
境
か
ら
防
火

な
ど
の
配
慮
が
必
要
な
方　

③
在

宅
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者

の
み
世
帯
の
方
、
ま
た
は
寝
た
き

り
の
方

■費
 

所
得
に
応
じ
て
負
担

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係　

上
の
慢
性
疾
患
に
よ
り
常
時
注
意

を
要
す
る
状
態
に
あ
る
方

▽
装
置
設
置
ま
で
の
流
れ

①
申
請
受
理
後
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
職
員
が
調
査

②
判
定
会
で
決
定

③
本
人
と
関
係
者
の
立
ち
会
い
の

下
、
市
の
指
定
業
者
が
装
置
を
設

置■費
 

所
得
に
応
じ
て
負
担

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

■対
 
　

歳
以
上
の
市
民
税
・
都
民
税

７５
非
課
税
世
帯
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
自
宅
に
お
風
呂
の
無
い
方　

②

故
障
な
ど
で
お
風
呂
が
長
期
間
使

用
で
き
な
い
方

※
平
成　

年
度
の
利
用
者
に
は
、

２３

あ
ら
か
じ
め
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。

※
生
活
保
護
受
給
者
、
寝
た
き
り

な
ど
の
方
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
方
は
助
成
で
き
ま

せ
ん
。

▽
助
成
枚
数　

一
人　

枚
ま
で

５０

主任児童委員

電　話住　所氏　名

379－4899矢野口1472－4佐藤久美子

377－9424大丸536－5　1－417山崎　和美

電　話住　所氏　名

379－4147向陽台1－17－13 狩  野 　和枝
か の

331－9456若葉台4－11－7小林モトエ

電　話住　所氏　名

331－9250平尾3－1－1
平尾住宅19－105工藤三枝子

331－1589平尾3－1－1
平尾住宅31－509 木  附  沢 直樹

き つき ざわ

331－5432平尾3－7－5
平尾住宅64－309末松　妙子

331－3783平尾2－72－4上條満喜子

331－5090平尾1－28－13馬場　房義

331－2279平尾3－7－5
平尾住宅68－108近藤　宗人

331－1636平尾1－11－16黒髪　 紀  子 
みち こ

331－3028平尾2－17－10武田　洋子

331－3447平尾2－99－8 最勝寺  常  生 
さいしょうじ つね お

377－4974押立370川崎　　勤

378－2716押立1710－3 庚  塚 　克子
こう づか

377－5276押立688 土  方 　保道
ひじ かた

379－6335向陽台3－11－1清水千佳子

378－7763向陽台4－2－Ｂ－901若松　和子

378－3906向陽台5－10　1－204高田　孝子

377－8459向陽台1－6－4中村　達也

379－5215向陽台6－1　3－201梅澤　文之

331－3305長峰2－3－5菅田　 紀  夫 
とし お

331－8834長峰3－3－5－303河村美恵子

350－2158長峰3－26－1秋草　君枝

331－3298若葉台1－3－23榎本壮一郎

350－0184若葉台2－12　Ｃ－205 當  野 　　彰
とう の

350－0626若葉台3－1－1
Ｈ－1103武田よし子

331－6944若葉台4－10－7五十嵐和世

民生委員・児童委員

電　話住　所氏　名

377－8974矢野口1593－2栗山　和子

377－4388矢野口1185－2原田　正行

377－2936矢野口3750堀江　光枝

377－5414矢野口1837城所　恵子

377－6121矢野口2029青木　 禮  子 
れい こ

377－9690矢野口48－5原田　勝子

377－9464矢野口2219鈴木　恵子

378－7968矢野口2307城所　和子

377－5154東長沼419－2齋藤　信一

377－2252東長沼60山田　佳昭

377－8570東長沼951工藤シゲ子

378－0398東長沼1139－6藤森　良子

378－9163東長沼1708－6豊口　住枝

377－6912東長沼735宮崎　信子

378－3587東長沼1700－9山本　和子

379－1259東長沼2131－3加藤眞知子

377－4001大丸1378町田　伸一

377－4774大丸1070－7鷹野　洋子

378－1027大丸630－3－1009山田　セキ

378－3554大丸161－4石井美枝子

377－6056大丸373林　美智子

377－6135大丸61－19松崎美枝子

377－2369百村1064田久保晴夫

377－1165百村242－1松浦貴代子

377－9631百村1132－3佐野　幸代

331－3284坂浜1084中山　宏司

331－3176坂浜110－3榎本　幸代

331－5969坂浜2891市村　和子

　

衣
服
な
ど
に
付
け
る
位
置
情
報

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
５
月
１

日
か
ら
１
カ
月
間
、
赤
十
字
社
員

（
会
員
）
募
集
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
社
員
（
会
員
）
と
は
、
毎
年

の
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

※
低
額
所
得
者
世
帯
な
ど
に
対
す

る
一
部
減
免
が
あ
り
ま
す
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

※
申
請
日
に
よ
り
枚
数
が
異
な
り

ま
す
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

第
７
回
防
犯

第
７
回
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
駅
伝

パ
ト
ロ
ー
ル
駅
伝

守
ろ
う
よ
！

 

守
ろ
う
よ
！

わ
た
し
の
好
き
な

　

わ
た
し
の
好
き
な

街
だ
か
ら
！

街
だ
か
ら
！

５
月　

日（
土
）

１２

　

多
摩
稲
城
防
犯
協
会
稲
城
地
区

で
は
、
市
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
と
し
て
、

今
年
も
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
駅
伝
と

ご
み
拾
い
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
内
各
地
区
を
順
次
パ
ト
ロ
ー

ル
（
全
行
程
＝
約　
　

・
約
５
時

２０
km

間
）
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
 

５
月　

日（
土
）

１２

※
午
前
８
時　

分
か
ら
若
葉
台
交

３０

番
前
で
出
発
式
を
行
い
ま
す
。

※
各
拠
点
に
お
い
て
、
出
発
時
間

　

分
前
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

１５▽
行
程　

①
か
ら
②
へ
と
順
次
市

内
を
駅
伝
方
式
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
き
ま
す
。

①
午
前
９
時
・
若
葉
台
交
番
（
坂

浜
支
部
）
、
平
尾
自
治
会
館
（
平

尾
支
部
）

②
午
前
９
時　

分
・
福
島
屋
（
百

５０

村
支
部
）

③
午
前　

時　

分
・
京
王
線
稲
城

１０

３０

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー（
東
長
沼
支
部
）

④
午
前　

時
・
西
東
京
カ
ロ
ー
ラ

１１

前
（
矢
野
口
支
部
）

⑤
午
前　

時　

分
・　

矢
野
口
駅

１１

３０

JR

前
（
押
立
支
部
）

⑥
午
後
１
時　

分
・
大
丸
地
区
会

２０

館
（
大
丸
・
都
営
第
一
・
向
陽
台

支
部
）

⑦
午
後
２
時
・
向
陽
台
三
和
前
広

場
終
着

※
午
後
０
時　

分
〜
１
時　

分
は

２０

２０

大
丸
地
区
会
館
で
昼
食
休
憩
。

■主
 

多
摩
稲
城
防
犯
協
会

▽
後
援　

多
摩
中
央
警
察
署
、
稲

城
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
、
ふ
れ
あ
い
連
絡
協
議

会■問
 

多
摩
中
央
警
察
署　

1　

・　

・

０４２

３７５

０
１
１
０
、
多
摩
稲
城
防
犯
協
会 

1　

・　

・
０
０
１
９
、
市
役
所

０４２

３３７

総
務
課
総
務
係

　

春
の
地
域
安
全
運
動
が
５
月
１

日（
火
）か
ら
５
日（
土
・
祝
）ま
で

実
施
さ
れ
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
中
は
空
き
巣
等
の
犯
罪
の

発
生
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

▽
重
点
目
標　

①
振
り
込
め
詐
欺

の
被
害
防
止　

②
住
宅
を
対
象
と

す
る
侵
入
犯
罪
の
防
止　

③
子
ど

も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止　

④

ひ
っ
た
く
り
の
被
害
防
止

■問
 

多
摩
中
央
警
察
署　

1　

・　

・

０４２

３７５

０
１
１
０
、
多
摩
稲
城
防
犯
協
会 

1　

・　

・
０
０
１
９
、
市
役
所

０４２

３３７

総
務
課
総
務
係

高高
齢齢
者者
のの

徘徘
徊徊
行行
動動
でで

おお
困困
りり
のの
方方
へへ

探探
索索
用用
機機
器器
のの
貸貸
しし
出出
しし

５
月
５
月　

日
は
日
は

１2１2

民
生
委
員
・

 

民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日

児
童
委
員
の
日

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

あ
な
た
の
身
近
な

　

あ
な
た
の
身
近
な

相
談
相
手
で
す

相
談
相
手
で
す

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す

 
赤
十
字

赤
十
字

活
動
資
金
募
集

活
動
資
金
募
集

もも
しし
もも
のの
時時
にに
ボボ
タタ
ンン

１１
つつ
でで
通通
報報
でで
きき
まま
すす

高高
齢齢
者者

緊緊
急急
通通
報報

シシ
スス
テテ
ムム

春春春春春春春春春春春春春ののののののののののののの地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域
安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動

５５月月１１日日（（火火））～～
５５日日（（土土・・祝祝））



（7）　代表電話は378－2111 ２４・５・１

だ
よ
り 

商  

工  

会 

　
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
と
は
、

出
会
い
系
や
わ
い
せ
つ
な
風
俗

系
サ
イ
ト
、
自
殺
・
家
出
や
違

法
薬
物
な
ど
を
推
奨
す
る
よ
う

な
サ
イ
ト
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
有
害
情
報
を
、
青
少

年
（　

歳
未
満
）
が
閲
覧
で
き

１８

な
い
よ
う
に
ア
ク
セ
ス
制
限
す

る
機
能
で
す
。

　

青
少
年
が
使
う
携
帯
電
話
な

ど
を
購
入
す
る
場
合
、
法
律
に

よ
り
、
保
護
者
は
そ
の
旨
を
販

売
店
に
申
し
出
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、販
売
店
は
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ

者
が
、
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
状
況
を
確
認
し
、
子

ど
も
が
有
害
情
報
を
閲
覧
し
な

い
よ
う
に
き
ち
ん
と
監
督
す
る
。

　

「
う
ち
の
子
は
大
丈
夫
」「
友

だ
ち
と
の
話
題
に
入
れ
な
い
か

ら
」
だ
け
で
は
、
「
正
当
な
理

由
等
」
に
な
り
ま
せ
ん
。
③
の

よ
う
に
仮
に
解
除
し
た
場
合
で

も
、
子
ど
も
任
せ
に
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ネ
ッ
ト
社
会
は
、
顔
が
見
え

な
い
分
、
判
断
力
・
識
別
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。残
念
な
が
ら
、

悪
意
を
持
っ
た
相
手
も
存
在
し

ま
す
。
未
成
熟
な
青
少
年
に
と

っ
て
は
、
大
人
以
上
に
リ
ス
ク

が
高
い
環
境
で
す
。
こ
の
点
を

念
頭
に
置
い
て
、
子
ど
も
の
ケ

ー
タ
イ
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

て
い
ま
す
。
そ
の
設
定
方
法
は
、

市
販
の
専
用
ソ
フ
ト
や
通
信
事
業

者
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま

す
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
は
、
有
害

情
報
を
単
に
遮
断
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も
を

守
る
大
事
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
最
近
、
「
ケ
ー
タ
イ

で
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
を
見
て
い
た
ら
、

突
然
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
繋
が
っ

て
４
万
円
請
求
さ
れ
、
画
面
が
消

え
な
い
」
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
ら
、

ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
」
と
い
っ

た
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
子
ど
も
に
頼
ま
れ
て

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
解
除
し
た
」

ば
か
り
に
、
そ
の
後
不
当
請
求
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て

し
ま
っ
た
保
護
者
か
ら
の
相
談
も

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
「
有
害
サ
イ
ト
に
は

接
続
で
き
な
い
」
「
許
可
し
た
ア

プ
リ
以
外
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
制

限
す
る
」
設
定
に
し
て
お
け
ば
、

万
一
子
ど
も
が
誤
っ
て
ク
リ
ッ
ク

し
て
も
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
事
が
可
能
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
青
少
年
の
利
用

に
対
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
必

須
で
す
。
ま
た
、
や
む
を
得
な
い

「
正
当
な
理
由
等
」
が
あ
る
場
合

に
限
り
解
除
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
「
正
当
な
理
由
等
」

が
あ
っ
て
も
東
京
都
の
条
例
に
よ

り
、
保
護
者
は
、
そ
の
旨
を
書
面

に
し
て
、
携
帯
電
話
等
事
業
者
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
正
当
な
理
由
等
」と
は
、

次
の
よ
う
な
場
合
を
さ
し
ま
す
。

①
子
ど
も
が
既
に
就
業
し
、
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
そ
の
業
務

が
遂
行
で
き
な
い
と
い
っ
た
著
し

い
支
障
が
あ
る
。

②
子
ど
も
が
心
身
に
障
が
い
や
病

気
を
抱
え
て
い
て
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
を
設
定
す
る
と
、
そ
の
子
の

日
常
生
活
に
著
し
く
支
障
を
き
た

す
。

③
携
帯
電
話
事
業
者
等
が
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
保
護

子どもを
ケータイ
トラブルから
守るには 2
フィルタリング

▲第３３回多摩川清掃
（４月１日・市内多摩川）

　「多摩川を美しくする会」が中
心となって、多摩川原橋から是政
橋下流までの堤防及び河川敷の清
掃が行われました。９４団体・約
２,３００人の参加があり、３,３６０kgの
ごみが集められました。

　

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
い
目

で
見
守
る
「
応
援
者
」
の
こ
と
で

す
。
講
座
で
は
「
認
知
症
と
は
」

「
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
」
等
を

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

認
知
症
を
他
人
事
で
は
な
く
自
分

た
ち
の
問
題
と
し
て
何
が
で
き
る

か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■対
 

認
知
症
に
関
心
を
お
持
ち
の
方

■日
 

５
月　

日（
火
）

２２

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

や
の
く
ち
正
吉
苑
地
域
交
流
ス

ペ
ー
ス

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■費
 

無
料

■申
 

５
月
７
日（
月
）よ
り
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い

な
ぎ
正
吉
苑　

1　

・
２
２
０
２

３７０

　

高
齢
者
対
象
の
「
転
倒
骨
折
予

防
教
室
」
の
講
師
と
サ
ブ
リ
ー
ダ

ー
（
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る

方
）
を
募
集
し
ま
す
。

■対
 
　

〜　

歳
の
健
康
な
方

２０

６５

①
講
師
＝
高
齢
者
へ
の
運
動
指
導

経
験
が
あ
る
健
康
運
動
指
導
士
の

資
格
を
所
有
し
て
い
る
方

②
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
＝
運
動
が
好
き

な
方
や
人
と
接
す
る
こ
と
が
好
き

な
方

■定
 

①
講
師
＝
若
干
名
、
②
サ
ブ
リ

ー
ダ
ー
＝　

人
程
度

１０

■内
 

週
１
回
２
時
間
程
度
の
体
操
を

計　

回
行
う
教
室
で
す
。
市
が
行

１０
う
研
修
を
受
講
し
た
後
、
転
倒
骨

折
予
防
教
室
を
見
学
し
て
、
次
回

か
ら
の
教
室
を
お
手
伝
い
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
詳
細
は
窓
口
か
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

　

毎
日
美
味
し
く
食
事
を
す
る
た

め
に
、
お
口
の
健
康
を
保
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
日
頃
の
お
口
の
手

入
れ
な
ど
、
歯
科
衛
生
士
が
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

■日
 

■時
 

■場
 

①
５
月　

日（
木
）午
前　

１７

１０

時
〜　

時　

分
・
ひ
ら
お
苑　

②

１１

３０

５
月　

日（
金
）午
後
１
時　

分
〜

１８

３０

３
時
・
城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

※
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
で
す
。

■内
 

口
腔
ケ
ア
の
方
法
と
ポ
イ
ン
ト
、

義
歯
に
つ
い
て
、
誤
嚥
性
肺
炎
と

は■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■限
 

５
月
２
日
（
水
）
〜　

日
（
水
）

１６

（
日
曜
日
を
除
く
）

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ

ら
お
苑　

1　

・
６
０
８
８

３３１

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

母
の
日
の
贈
り
物
を
探
し
に
、

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
へ
ど
う
ぞ
。
素

敵
な
作
品
た
ち
が
待
っ
て
い
ま
す
。

出
店
者
も
随
時
募
集
中
で
す
。

　
　

年
ぶ
り
に
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲

１０
稲
城
場
所
が
復
活
し
ま
す
！
わ
ん

ぱ
く
相
撲
は
、「
相
撲
」を
と
お
し

て
勝
つ
こ
と
の
喜
び
、
負
け
る
こ

と
の
悔
し
さ
、
他
の
子
た
ち
へ
の

思
い
や
り
を
学
ぶ
場
と
し
て
企
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご

参
加
い
た
だ
き
、
お
子
さ
ん
の
真

剣
な
姿
を
見
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

小
学
４
〜
６
年
生
の
男
子
の
部
・

女
子
の
部
各
最
高
順
位
者
は
、
６

月　

日（
土
）に
開
催
す
る
「
わ
ん

２３
ぱ
く
相
撲
東
京
都
大
会
」
に
稲
城

の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

■対
 

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
し
て

い
る
小
学
１
〜
６
年
生
ま
で
の
男

子
・
女
子
、
市
内
に
在
住
ま
た
は

在
園
し
て
い
る
年
長
（
５
歳
児
＝

平
成　

年
４
月
２
日
〜
平
成　

年

１８

１９

４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
お
子
さ
ん

■日
 

５
月　

日（
日
）

２７

■時
 

午
前　

時　

分
〜
午
後
４
時

１０

３０

■場
 

総
合
体
育
館

■対
 

小
・
中
学
生
の
方

■日
 

５
月
４
日（
金
・
祝
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
参
加

１０

人
数
に
よ
っ
て
時
間
が
変
更
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

■場
 

総
合
体
育
館

■内
 

▽
第
１
部　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

＝
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
午

前　

時
〜
正
午
＝
体
験
教
室

１１
▽
第
２
部　

午
後
２
時
〜
３
時
＝

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
午
後

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
臨
床
心

理
士
の
立
場
か
ら
、
老
年
期
の
心

の
諸
相
に
つ
い
て
具
体
的
に
お
話

し
し
ま
す
。
事
前
申
込
不
要
、
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■日
 

５
月　

日（
土
）

１９

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

大
学
館
１
階　

－

　

教
場

１０

１１

■講
 

松
澤　

広
和
氏
（
慶
成
会
老
年

学
研
究
所
）

■費
 

無
料

■問
 

駒
沢
学
園
広
報
部　

1　

・
７

３５０

２
１
２

国
体
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

行
事
種
目

 
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
体
験
教
室
を

開
催
し
ま
す

駒
沢
学
園
心
理
相
談
セ
ミ
ナ
ー

 

第
１
回
セ
ミ
ナ
ー

 
「
老
年
期
の
心 

〜
理
解
す
る
・

備
え
る
・
支
え
る
〜
」

消
費
者
相
談
室

1　

・
３
７
３
８

３７８
（
月
〜
金
曜
日
、

第
１
・
第
３
土
曜
日
）

■費
 

無
料

■申
 

小
学
校
並
び
に
各
文
化
セ
ン
タ

ー
に
て
配
布
の
チ
ラ
シ
内
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

■限
 

５
月　

日（
月
）消
印
有
効

１４

■問
 

稲
城
青
年
会
議
所
（
西
畑
）　

1　

・
６
６
４
１
・
４
３
４
６

０７０

３
時
〜
４
時
＝
体
験
教
室

■費
 

無
料

■申
 

当
日
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問
 

稲
城
市
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
協
会
（
飯

島
）　

1　

・
１
６
０
３
・
０
２

０９０

２
５

受
講
グ
ル
ー
プ
募
集

　

介
護
予
防
体
操
の
講
師
を
派
遣

し
ま
す
。
週
１
回
２
時
間
程
度
の

体
操
を
計　

回
行
い
ま
す
。
終
了

１０

後
も
グ
ル
ー
プ
で
体
操
を
続
け
て
、

筋
力
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
。

■対
 
　

歳
以
上
市
民
の　

人
程
度
の

６５

１５

グ
ル
ー
プ

■日
 

要
相
談

■場
 

各
グ
ル
ー
プ
で
確
保
し
て
く
だ

さ
い
。

■定
 

３
グ
ル
ー
プ

■費
 

無
料

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■限
 

５
月　

日（
木
）（
応
募
多
数
の

３１

場
合
は
抽
選
）

※
詳
細
は
窓
口
か
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国民年金

学生納付特例を学生納付特例を
ご利用くださいご利用ください

　日本国内に住むすべての人は、20歳に
なったときから国民年金の被保険者とな
り、学生であっても国民年金に加入しな
ければなりません。
　学生の方で本人の前年の収入が一定額
以下の場合には、申請により在学中の保
険料の納付が猶予される「学生納付特例
制度」が設けられています。
　申請を行わず、保険料が未納のままだ
と、老齢基礎年金、障害基礎年金等を受
け取ることができなくなることもありま
すのでご注意ください。
■先■問保険年金課年金係
※このほか国民年金に関する詳しい問い
合わせ先は、日本年金機構府中年金事務
所　1042－361－1011

健健康康ババンンザザイイ！！
いいななぎぎ講講座座

　市立病院で毎月第3水
曜日に実施している「健
康バンザイ！いなぎ講座」
の5月のテーマは「急性の
緑内障なんてあるの？」
です。
※申込不要、費用無料
■日5月16日（水）
■時午後3時30分～
　（約40分）
■場市立病院3階講義室
■講 大  平 　 文 医師（眼科）

おお ひら あや

■問市立病院医事課外来係
　1377－0931

▽
各
教
室
の
ご
案
内　

パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
教
室
、
ビ
ー
ズ
教
室
、
手
織

り
教
室
、
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ク
セ
サ
リ

ー
教
室

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

■場
 

■先
 

■問
 

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
（
大
丸

　

の
５　

川
崎
街
道
東
長
沼
交
差

１１８点
南
）　

1　

･
６
５
４
６

３７７

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

養
成
講
座

認認
知知
症症
をを
学学
びび
、、

地地
域域
でで
支支
ええ
よよ
うう
！！

高高
齢齢
者者
転転
倒倒
骨骨
折折

予予
防防
教教
室室

講
師
・

 
講
師
・

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
募
集

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
募
集

家
族
介
護
教
室

目目
かか
らら
ウウ
ロロ
ココ
！！

おお
口口
のの
健健
口口
教教
室室

け
ん 

こ
う

忍忍
びび
よよ
るる
病病
気気
、、

誤誤
嚥嚥
性性
肺肺
炎炎
をを
知知
ろろ
うう
！！

ご 

え
ん

わ
ん
ぱ
く
相
撲
が
帰
っ
て
き
た
！

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲
稲
城
場
所

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係



２４・５・１ 代表電話は378－2111　（8）

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

市
民
シ
ー
ト
で
応
援
し
よ
う
！　

■問
 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
株
）　

1　

・
３
５
１
２
・
１
９
６
９　

０３

５
月　

日（
日
）午
後
１
時
〜　

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
／
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

１３

VS

広報いなぎは再生紙を使用しています。 凡例

▲

 ■対対象 ■日期日 ■間期間 ■時時間 ■場会場 ■定定員 ■内内容 ■講 講師 ■持 持ち物 ■費 費用 ■申 申込方法 ■限 申込期限 ■先 申込先 ■主 主催 ■共 共催 ■問問い合わせ

稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
1　

1　

・
3
4
2
1

206

0804

112

378

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・

　

問
い
合
わ
せ

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５３

れ
の
方
（
原
則
１
年
度
に
１
回
の

受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、治
療
中
・

妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

保
健
セ
ン
タ
ー
実
施

■日
 

６
月　

日（
土
）

３０

■時
 

午
前
７
時　

分
〜
正
午

４５

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
抽
選
）

５０
第
３
文
化
セ
ン
タ
ー
実
施

■日
 

７
月
２
日（
月
）

■時
 

午
前
９
時
〜
正
午

■場
 

第
３
文
化
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
抽
選
）

４０
◆
共
通
事
項

■内
 

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
部
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影
検
査

■費
 

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は　

円
（
保

４４０

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方

※
期
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
、
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
（ 　
 h

ttp
s://w

w
w
.

HP

e

‐tetsu
zu
k
i９９
.com

/to
k
y
o/

、
携
帯

電
話
か
ら
は
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■限
 

５
月　

日（
木
）必
着

１０

※
抽
選
結
果
は
期
日
の　

日
前
ま

１０

で
に
通
知
し
ま
す
。

※予約が必要な相談は、午前8時30分から午後5時まで予約を受け付けます（予約受
付日は各相談によって異なります）。
※経済課の相談は、電話（1378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。
※消費者相談は、電話（1378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話（1378－3366）で予約を受け付けます。
※5月12日（土）の消費者相談は、電話（1378－3738）相談のみとなります。
※5月13日（日）の法律相談は、11日（金）に予約を受け付けます。
※5月16日（水）の住宅リフォーム相談は、10日（木）まで予約を受け付けます。
※5月16日（水）の女性の悩み相談は、15日（火）まで予約を受け付けます。

定期健康相談 9時～11時（予約終了） 保健センター
法律相談 9時～正午（予約終了） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火5／1

女性の悩み相談 10時～4時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
住宅リフォーム相談 1時30分～4時30分（予約終了） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

水2

＋休日急病診療所　かじわら内科泌尿器科クリニック（矢野口）9時～5時  1370－8770
＋休日薬局　　　　市役所通り薬局（矢野口）9時～5時 ��� 1377－9599木○3 
＋休日急病診療所　平尾内科クリニック（平尾）9時～5時 �� 1331－8221
＋休日薬局　　　　ひまわり薬局（平尾）9時～5時 ����� 1331－3300金○4 
＋休日急病診療所　菜の花クリニック（東長沼）9時～5時 �� 1313－9272
＋休日薬局　　　　ゆずりは薬局（東長沼）9時～5時 ���� 1370－5057土○5 
＋休日急病診療所　いしがき医院（大丸）9時～5時 ����� 1401－3733
＋休日薬局　　　　オーベル薬局大丸店（大丸）9時～5時 �� 1379－1499日○6 
離乳食調理講習会（平成23年12月生まれ） 保健センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

月7

3カ月～4カ月児健康診査（平成24年1月生まれ） 保健センター
定期健康相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
交通事故相談 9時～正午（予約随時） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
行政相談 1時30分～4時30分（予約随時） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火8

1歳6カ月児健康診査（平成22年10月生まれ） 保健センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
不動産相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係
年金相談 9時～正午・1時～4時 平尾出張所

水9

3歳児健康診査（平成21年4月生まれ） 保健センター
1歳児歯科健康診査（平成23年4月生まれ） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
登記相談 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

木10

母子健康相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

金11

消費者相談（電話相談） 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
心の専門相談 1時～4時（予約随時） 福祉センター土12

＋休日急病診療所　若葉台クリニック（若葉台）9時～5時 �� 1350－6075
＋休日薬局　　　　アイセイ薬局若葉台店（若葉台）9時～5時  1350－6171
休日窓口　8時30分～正午、1時～5時
 ������ 市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課
法律相談 9時～正午（予約必要） 経済課消費生活係

日○１３ 

消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係月14

定期健康相談 9時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 9時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・1時～3時 消費者相談室
遺言書作成などくらしの書類作成相談
 1時30分～4時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 9時～正午・1時～4時 保険年金課年金係

火15

グ
リ
ー
ン 

ウ
ェ
ル
ネ
ス 

　
　
　
財
団 

シルバー
人材
センター
問い合わせ

1377・2212

受
講
者
募
集

　

布
ぞ
う
り
教
室

■日
 

５
月　

日（
木
）

１７

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ　

■持
 

針
、
糸
、
ハ
サ
ミ
、
物
差
し
、

ピ
ン
チ
３
つ

※
材
料
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

■費
 

１
５
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

■申
 

当
日
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

入
会
説
明
会

■対
 

市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
働
く

６０

意
欲
の
あ
る
方　

※
就
職
、
転
職
希
望
者
を
除
く
。

園
芸
講
習
会
参
加
者
募
集

「
フ
ラ
ワ
ー
＆
ハ
ー
ブ
で

セ
ン
ス
ア
ッ
プ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」

　

旬
の
フ
ラ
ワ
ー
＆
ハ
ー
ブ
を

植
え
付
け
ま
す

■日
 

５
月　

日（
木
）

２４

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■場
 

総
合
体
育
館
グ
リ
ー
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２５
■講
 

横
山　

ひ
ろ
み
氏
（
ガ
ー
デ
ン

デ
コ
レ
ー
タ
ー
）

　

歯
医
者
さ
ん
で
歯
科
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
や
、

食
べ
方
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
を

対
象
に
歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し

ま
す
。

■対
 

平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
お
子

２１

１０

さ
ん

■日
 

５
月　

日（
金
）

１８

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

２０

　

時　

分

１０

３０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■内
 

歯
科
健
康
診
査
、個
別
相
談（
食

事
や
歯
み
が
き
の
事
な
ど
）

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル　

　

「
歯
み
が
き
っ
て
ど
う
す
る

の
？
」
「
歯
が
生
え
て
く
る
前
に

で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
か
な
ぁ
」

と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
親

子
で
歯
み
が
き
な
ど
の
準
備
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■対
 

お
す
わ
り
が
で
き
る
頃
か
ら
１

歳
未
満
で
第
１
子
の
お
子
さ
ん
と

　

５
月
７
日（
月
）か
ら
歯
周
疾
患

検
診
・
改
善
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２４

　

年
４
月
１
日
ま
で
の
期
間
に
、

２５
　

・　

・　

・　

歳
に
な
る
方

４０

５０

６０

７０

■間
 

５
月
７
日（
月
）〜
平
成　

年
３

２５

月　

日（
土
）

３０
■内
 

問
診
、
歯
周
組
織
検
査

※
問
診
の
結
果
か
ら
、
歯
科
医
師

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
、
歯

み
が
き
の
方
法
等
の
特
に
改
善
を

必
要
と
す
る
日
常
生
活
に
つ
い
て

■対
 

生
後
３
か
月
か
ら
７
歳
６
か
月

に
至
る
ま
で
の
お
子
さ
ん

■場
 

■日
 

下
表
の
と
お
り

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

３０

２
時　

分
（
時
間
厳
守
）

３０

▽
接
種
方
法　
　

日
以
上
の
間
隔

４１

ポリオ予防接種
期日会場

5月14日（月）
  ・21日（月）
  ・29日（火）、
6月19日（火）

保健
センター

5月15日（火）第二文化
センター

6月11日（月）第三文化
センター

6月  4  日（月）ｉプラザ

２歳６カ月児
歯科健康診査希望
1．5月18日（金）
2．幼児氏名
　　（フリガナ）
3．保護者氏名
4．幼児生年月日
5．住所
6．電話番号

▲申込記入例

胃がん検診希望

1．期日　
　　○月○日（　）
2．会場
3．住所
4．氏名（フリガナ）
5．生年月日（年齢）
6．電話番号

▲申込記入例

■持
 

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
薄
い

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
持
ち
帰
り
袋

（
大
）

■費
 

３
千
円
（
材
料
費
）

■申
 

電
話
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）
。

■限
 

５
月
２
日（
水
）〜　

日（
木
）

１０

■日
 

５
月
８
日（
火
）

■時
 

午
後
１
時　

分
ま
で
に
来
場
し

３０

て
く
だ
さ
い
。

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

を
あ
け
て
２
回
投
与

※
今
回
１
回
目
の
方
は
、
秋
が
２

回
目
に
な
り
ま
す
。

▽
個
人
通
知

１
回
目
＝
平
成　

年
６
月
１
日
か

２３

ら
平
成　

年
１
月　

日
ま
で
に
生

２４

２７

ま
れ
た
お
子
さ
ん
を
対
象
に
郵
送

２
回
目
＝
平
成　

年
２
月
１
日
か

２３

ら
５
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お

３１

子
さ
ん
を
対
象
に
郵
送

※
個
人
通
知
の
対
象
で
な
い
方
で

も
接
種
年
齢
を
満
た
し
て
い
れ
ば

受
け
ら
れ
ま
す
。

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

※
予
診
票
は
、
接
種
会
場
に
も
用

意
し
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
時
の
注
意

　

保
護
者
の
方
は
、「
お
知
ら
せ
」

と
小
冊
子
「
予
防
接
種
と
子
ど
も

の
健
康
」
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ

い
。

の
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■費
 

無
料

※
治
療
が
必
要
な
場
合
は
自
費

■申
 

指
定
歯
科
医
療
機
関
に
予
約
し
、

市
か
ら
郵
送
し
た
受
診
券
を
持
参

し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
券
発
送
時
期　

４
月
下
旬

発
送
＝
昭
和　

年
・　

年
・　

年
・

１７

２７

３７

　

年
４
月
２
日
〜
７
月　

日
生
ま

４７

３１

れ
、６
月
下
旬
発
送
＝
昭
和　

年
・

１７

　

年
・　

年
・　

年
８
月
１
日
〜

２７

３７

４７

　

月　

日
生
ま
れ
、
９
月
下
旬
発

１１

３０

送
＝
昭
和　

年
・　

年
・　

年
・

１７

２７

３７

　

年　

月
１
日
〜
昭
和　

年
・　

４７

１２

１８

２８

年
・　

年
・　

年
４
月
１
日
生
ま

３８

４８

れ

保
護
者

■日
 

５
月　

日（
水
）

１６

■時
 

午
前
９
時　

分
〜

３０

■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■内
 

ミ
ニ
集
団
で
の
講
話
、
歯
ブ
ラ

シ
指
導
、
個
別
相
談

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、歯
ブ
ラ
シ（
使

っ
て
い
る
場
合
の
み
）
、
バ
ス
タ

オ
ル

■申
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■申
 

申
込
記
入
例
を
参
照
の
う
え
、

は
が
き
、
封
書
、
窓
口
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■限
 

５
月　

日（
金
）必
着

１１

※
次
回
の
胃
が
ん
検
診
は
、
７
月

　

日（
土
）保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い

１４ま
す
。

２
歳
６
カ
月
児

２
歳
６
カ
月
児

歯
科
健
康
診
査

歯
科
健
康
診
査

歯
周
疾
患
検
診
を

歯
周
疾
患
検
診
を

実
施
し
ま
す

実
施
し
ま
す

親
子
歯
み
が
き
教
室

親
子
歯
み
が
き
教
室

０
歳
児
の
ケ
ア

０
歳
児
の
ケ
ア

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

予
防
接
種

予
防
接
種

ポ
リ
オ

 
ポ
リ
オ

（
急
性
灰
白
髄
炎
）

（
急
性 
灰  
白  
髄  
炎 
）

か
い 
は
く 
ず
い 
え
ん


